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米沢市立第二中学校　３年 今井　奈々　さん
「私たちの手で美しい環境へ」
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米沢市立第二中学校　３年 芳賀　理乃　さん
「自然と資源を大切に」
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高畠町立亀岡小学校　４年 二瓶　楓南　さん
「やめよう不法投棄」

優秀賞
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　明けましておめでとうございます。

　昨年中は会員の皆様をはじめ、多くの行政・業界関係者の皆様に、当会の諸事業に対して格別

のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年を振り返れば、４月にプラスチック資源循環促進法が施行されたほか、８月には大

雨被災による大量の災害廃棄物の処理、そして年末にはカーボンプライシング（炭素課税）に向

けた政策の具体化など、当業界にあっては多様な対応と今後の事業展開に向けた適切な準備が求

められました。

　そんな中、日常生活や経済の循環に不可欠である私ども事業者は、安定的にその業務を継続す

ることが求められております。

　しかしながら、多くの課題を抱えていることも事実であり、それは人材の確保、技術の継承、

安全確保・労働災害の防止、マニフェスト関連の煩雑な事務手続きなど多様であります。また、

近年、DX（デジタル・トランスフォーメーション）の促進が謳われていますが、動脈側の物流

企業などでの実用・商用化は進んでいるものの、静脈側の当業界では、配車や選別、分解、燃焼

計画などにおいて独自の条件を詳細に積み上げることが必要なため、なかなか容易ではありませ

ん。

　今後、私どもは、これら諸課題の解決策となり得る施策を講じるとともに、脱炭素化やSDGs

達成などの新たな価値を創出し、持続的に成長していかなければなりません。そのためには、行

政にもしっかりと私どもの存在や活動に目を向けていただくとともに、私ども自身も、各々の強

みを生かすことはもちろん、相互の協力・連携を前提にした事業の精鋭化や効率化も有効な手段

になると考えます。

　本年も当会は、“持続的発展が可能な、豊かで美しい山形県”の実現に向けて、寄与、活動し

てまいりますので、皆様のさらなるご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

本年が皆様におかれまして、健やかな一年となることを心より祈念してあいさつといたします。

新年のごあいさつ

一般社団法人山形県産業資源循環協会

会 長 黒　澤　利　宏
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　一般社団法人山形県産業資源循環協会並びに会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年

をお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。

　また、廃棄物の発生抑制、リサイクル推進、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄の原状回復な

ど、県が取り組む循環型社会形成の推進に、格別の御理解と御協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　特に、昨年８月には、置賜地方を中心にこれまで経験したことのない大雨に見舞われ、道路な

どの社会インフラが大きなダメージを受けたほか、家屋の浸水被害などにより大量の廃棄物が発

生しました。貴協会会員には早期復旧の鍵となる廃棄物の迅速な処理に御協力いただき、心より

感謝申し上げます。

　さて、近年、気候変動による災害の頻発化・激甚化や海洋プラスチックごみによる海洋生物へ

の悪影響などへの懸念から、要因となる温室効果ガスやプラスチックごみの抑制などが、世界規

模で取り組むべき喫緊の課題となっています。山形県では、「ゼロカーボンやまがた2050」を宣

言し、この達成に向けて、「第４次山形県環境計画」において「ゼロカーボンへのチャレンジ」

をテーマに掲げ、地球環境の保全に積極的に取り組んでいくこととしております。廃棄物につい

ては、「第３次山形県循環型社会形成推進計画」において、「全国一ごみの少ない県を目指して」

「リサイクル等の循環型産業を振興」「裸足で歩ける庄内海岸」の３つを基本目標に掲げ、資源

循環型社会システムの形成や廃棄物の適正処理による環境負荷の低減などの施策に取り組んでい

るところです。

　これらの取組みを進めるためには、県民の皆様をはじめ、産業界など、多様な主体の御理解と

御協力を得ることが重要ですが、昨年10月には、地球温暖化対策や３Ｒに関する学び・啓発の場

となる「やまがた環境展」を３年ぶりに対面形式で開催することができました。貴協会には、最

新の環境技術や環境保全の取組みなどをわかりやすく発信いただき、産業資源の循環やカーボン

ニュートラルに対する来場者の理解促進に大きく貢献いただきました。

　今後とも県民の快適な生活を保ちつつ、循環型社会形成の実現に向けて、貴協会及び会員の皆

様の御理解と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　結びに、貴協会の益々の御発展と会員の皆様の御健勝を祈念申し上げ、新年のあいさつといた

します。　

新年のごあいさつ

山形県知事 吉　村　美栄子
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　新年明けましておめでとうございます。

　一般社団法人山形県産業資源循環協会の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこと

と心からお慶び申し上げます。

　また、貴協会の皆様には、長引くコロナ禍の中、感染対策に細心の注意を払われながら、安定

した廃棄物の適正かつ継続的な処理を通して、山形市における生活環境の保全と公衆衛生の向上

にご尽力を賜っておりますことに、厚く御礼申し上げます。

　さて、近年、温暖化の進行とその影響による気候変動などを契機として、地球環境に対する社

会の意識が大きく変化し、脱炭素社会・循環型社会への転換に向けた動きが世界的に加速してお

ります。さらに、コロナ禍による物流の混乱や、原油・エネルギー価格の高騰、半導体製品の不

足などにより、リサイクルやリユースなど、今ある資源を有効活用する取組への関心が高まって

いると捉えております。

　山形市では、まちづくりの長期ビジョンとして「健康医療先進都市」「文化創造都市」を掲げ、

誰もが安心して心豊かに暮らせる持続可能なまちづくりを目指し、各般の施策を推進しておりま

す。

　環境行政においては、長期的な視野に立った今後の環境施策を総合的、計画的に推進するため、

令和３年３月に「第４次山形市環境基本計画」を策定いたしました。本計画が目指す「みんなで

創る 豊かな自然と笑顔輝く 持続的発展可能なまち」の実現に向け、「脱炭素社会」や「循環型

社会」の構築、「自然との共生」、「生活環境の保全」、「環境意識の向上」の５つの基本目標を掲げ、

市民や事業者の皆様との連携による廃棄物の発生抑制や資源の再利用化等の各施策に取り組んで

いるところです。

　こうした施策を着実に推進するためには、貴協会との連携が今後ますます重要になるものと考

えております。貴協会の皆様には、「持続的発展可能なまち」への実現に向けて、より一層のお

力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山形県産業資源循環協会のますますのご発展と、今年一年が皆様にとり

まして希望に満ちた明るい年になりますよう祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ

山形市長 佐　藤　孝　弘
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　明けましておめでとうございます。

　旧年中は、当連合会の諸事業に対し、皆様の多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　昨年は、資源循環の新たな法制度として制定された「プラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律」（プラスチック資源循環促進法）が４月に施行され、９月には同法に基づき市区町

村による再商品化計画の第一号となる大臣認定が行われました。

　プラスチック資源循環促進法は、資源導入や製品設計の段階から廃棄物を出さない経済活動を

目指す「循環経済」（サーキュラーエコノミー）の構築を進めようとする法律であり、今後は産

業分野や企業規模を問わず、循環経済の導入が経済社会システム全体の主要な課題になるのでは

ないかと考えています。

　近年、低炭素とエネルギー転換の促進を背景として、世界的に規模が拡大しているＥＳＧ（環

境・社会・企業統治）投資においても、循環経済が重要なテーマになりつつあると言われていま

す。脱炭素と循環経済を巡るこのような経済分野の動向は、全ての企業活動に大きな影響を及ぼ

すであろうことは間違いなく、産業廃棄物処理業もその例外ではありません。

　当連合会は、産業廃棄物処理業が目指すべき将来像として、「資源・エネルギーをつくり出す

産業への展開」をスローガンに掲げておりますが、本業界が低炭素と循環経済を基調とする経済

社会づくりに貢献し、資源循環産業として発展していくための努力がますます重要になっている

と感じております。

　また、資源循環産業を支える人材の育成・確保のあり方や、その人材が安心して働くことがで

きるよう、労働災害の発生を防止するための体制の強化に努めることも大切です。

　本年も当連合会は、本業界を取り巻く様々な課題に取り組むとともに、「産業資源の循環的な

利用を促進するための産業廃棄物処理産業の振興に関する法律案」の制定に向け、引き続き着実

に活動して参りたいと考えています。

　皆様の尚一層のご指導、ご鞭撻を頂戴できれば幸に存じます。

　本年が皆様にとりまして、健やかな一年となりますようにお祈り致しまして、新年の挨拶とさ

せていただきます。

　 年 頭 所 感

公益社団法人全国産業資源循環連合会

会 長 永　井　良　一
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Ⅰ　記念式典・祝賀会

次　　　第　

　開 会 の 辞　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　副会長　　鈴　木　　　隆

　会 長 式 辞　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　会　長　　黒　澤　利　宏

　感謝状贈呈　　　公益社団法人 全国産業資源循環連合会会長感謝状　

　　　　　　　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会会長感謝状

　来 賓 祝 辞　　　山形県知事　　吉　村　美栄子　　様
（代読：県環境エネルギー部長　安孫子 義浩　様）

　　　　　　　　　山 形 市 長　　佐　藤　孝　弘　　様　 （代読：山形市副市長　髙倉 正則　様）

　　　　　　　　　公益社団法人 全国産業資源循環連合会　会　長　　永　井　良　一　　様

　閉 会 の 辞　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　副会長　　青　山　　　武

開催日　令和４年７月15日（金）

会　場　ホテルメトロポリタン山形

当協会会長
黒澤　利宏

行政関係御来賓

全産連会長
永井　良一 様

山形県環境エネルギー部長
安孫子義浩 様

山形市副市長
髙倉　正則 様

第１部　記念式典

全産連関係御来賓
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公益社団法人 全国産業資源循環連合会会長感謝状

　　故　伊　藤　正　志　　様
（公益社団法人 全国産業資源循環連合会　元・副会長）

　　　　　　　　　　　　　　（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　前・会　長）

一般社団法人 山形県産業資源循環協会会長感謝状
　　　　青　山　　　豊　　様（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　元・副会長）

　　　　片　桐　健　悦　　様（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　監事）

　　　　田　牧　大　祐　　様（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　監事）

　　　　小　川　瑞　穂　　様（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　職員）

  

次　　　第

　開 宴 の 辞　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　　　　副会長　 大場　宏利

　実行委員長挨拶　設立30周年記念事業実行委員会    　  　　　　 委員長　 井上　　尚

　乾　　　杯　　　公益社団法人 全国産業資源循環連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道・東北地域協議会 会　長　 鈴木　　昇　　様

（一般社団法人 宮城県産業資源循環協会　会長）

　祝　　　宴　　　　

　中　締　め　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　　　専務理事　 伊藤　泰志

　閉 宴 の 辞　　　一般社団法人 山形県産業資源循環協会　　　専務理事　 丹野　善将

写真後列左から 田牧 大祐 様、片桐 健悦 様、小川 瑞穂 様
前列左から 伊藤 泰志 様（故 伊藤 正志　様 代理）、全産連会長 永井 良一　様

　当協会会長　黒澤 利宏、青山 武 様（青山 豊　様 代理）

井上実行委員長の挨拶

第２部　記念祝賀会
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山形市緑町1-9-30  緑町会館6F
TEL023（624）5560  FAX023（624）5360一般社団法人 山形県産業資源循環協会

設立30周年記念事業実行委員会  委員長　井　上　　尚  （山形県産業資源循環協会  前・副会長／井上工業株式会社  代表取締役会長）

決意 たにたにをを新　 30協会設立 周年

環境を守り、産業を支える、循環型社会の責任企業集団

会
長
　
黒
　
澤
　
利
　
宏

一
般
社
団
法
人

山
形
県
産
業
資
源
循
環
協
会

（
テ
ル
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
当
協
会
は
、今
年
で
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
平
成
4
年
4
月
、産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進
を

目
的
に
、山
形
県
産
業
廃
棄
物
協
会
と
し
て
設
立
以
降
、

再
生
利
用
等
の
推
進
を
目
的
に
加
え
、名
称
を
山
形
県
産

業
資
源
循
環
協
会
に
改
め
る
な
ど
し
て
多
様
な
事
業
を
展

開
し
、環
境
行
政
施
策
の
変
遷
に
的
確
に
対
処
し
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
な
地
域
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
、当
協
会
の
事
業
活
動
、そ
し
て
本
業
界

の
事
業
展
開
に
、多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
を
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
が
結
束
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、医
療
・
社
会

活
動
を
止
め
な
い
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、災
害
時
に
は
迅
速
な
廃
棄
物
処
理
を
担
う
自
治
体
と

の
連
携
組
織
と
し
て
、そ
の
責
務
を
し
っ
か
り
果
た
す
と
と

も
に
、県
民
の
皆
様
と
の
一
層
の
信
頼
関
係
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
一
般
社
団
法
人
山
形
県
産
業
資
源
循
環
協
会
が
設
立

30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
貴
協
会
に
は
、設
立
以
来
、産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理

や
不
法
投
棄
防
止
活
動
等
に
よ
り
、本
県
の
廃
棄
物
行
政

に
大
き
く
御
貢
献
い
た
だ
き
、県
民
の
生
活
環
境
の
保
全

や
経
済
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
県
と
し
ま
し
て
も
、将
来
に
わ
た
り
、全
て
の
県
民
が
山

形
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、貴
協
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
再
生
利
用
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
食
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど
に
向
け
た
各
種
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
図
り
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
ま
が

た
2
0
5
0
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
貴
協
会
の
今
後
の
益
々
の
御
活
躍
と
御
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

お
祝
い
の
言
葉

山
形
県
知
事
　
吉
村
美
栄
子

　
一
般
社
団
法
人
山
形
県
産
業
資
源
循
環
協
会
の
設
立

３０
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
成
４
年
の
設
立
以
来
、

産
業
廃
棄
物
の
適
正
か
つ
継
続
的
な
処
理
を
通
し
て
、山

形
市
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に

多
大
な
る
ご
貢
献
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
形
市
で
は
、「
み
ん
な
で
創
る 

豊
か
な
自
然
と
笑
顔
輝

く 

持
続
的
発
展
可
能
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、廃
棄
物

の
発
生
抑
制
や
資
源
の
再
利
用
化
等
の
各
環
境
施
策
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
、循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
は
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
の
で
、貴
協
会
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
形
県
産
業
資
源
循
環
協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 お

祝
い
の
言
葉

山
形
市
長
　
佐
　
藤
　
孝
　
弘

会　　員

役 員・支 部 長

2022年6月現在　正会員239、賛助会員4（支部・市町村・五十音順）

日時／令和4年7月15日㈮ 午後4時開会
会場／ホテルメトロポリタン山形記念式典・祝賀会

愛
和
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

安
孫
子
清
掃

株
式
会
社 

荒
　
　
　
　
正

石
川
建
設
産
業
株
式
会
社

イ
ト
ウ
建
設
株
式
会
社

井
上
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

E
X
C
E
E
D

株
式
会
社 

エ
ヌ
イ
ー
エ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

岡
崎
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社 

岡
崎
清
掃
社

株
式
会
社 

鏡
　
建
　
設

有
限
会
社 

か
の
衛
生
興
業

萱
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

カ
ワ
イ
清
掃

株
式
会
社 

キ
ヨ
ス
ミ
産
研

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
山
形

株
式
会
社 

こ
す
も
す
清
掃

有
限
会
社 

後
藤
石
材
店

有
限
会
社 

小
林
商
会

有
限
会
社 

こ
ま
く
さ
清
掃

有
限
会
社 

斉
藤
清
掃

坂
本
産
廃
株
式
会
社

株
式
会
社 

ジ
オ
テ
ッ
ク

新
和
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社 

タ
マ
ル
社

株
式
会
社 

丹
　
　
　
野

タ
ン
ノ
清
掃
興
業
株
式
会
社

中
央
公
害
清
掃
株
式
会
社

株
式
会
社
　
中
央
特
殊
興
業

有
限
会
社 

千
代
田
産
業

東
光
計
測
株
式
会
社

有
限
会
社 

東
北
環
境
総
合
サ
ー
ビ
ス

東
北
ク
リ
ー
ン
開
発
株
式
会
社

有
限
会
社 

と
き
わ
清
掃
社

仲
野
衛
生
管
工
株
式
会
社

有
限
会
社 

南
部
衛
生

株
式
会
社 

ハ
　
ナ
　
ワ

ヒ
ミ
ヤ
石
油
工
機
株
式
会
社

株
式
会
社 

深
瀬
商
店

有
限
会
社 

べ
に
ば
な
清
掃
社

有
限
会
社 

細
谷
産
廃

有
限
会
社 

マ
ル
タ
カ
運
輸

丸
東
運
送
株
式
会
社

ミ
ヤ
マ
金
属
株
式
会
社

株
式
会
社 

や
　
い
　
ち

株
式
会
社 

山
形
イ
ー
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社 

山
形
一
進
社

山
形
ガ
ス
管
工
株
式
会
社

山
形
環
境
保
全
協
同
組
合

有
限
会
社 

山
形
ク
リ
ー
ン

山
形
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

山
形
東
部
清
掃
社

山
形
陸
運
株
式
会
社

株
式
会
社 

山
源
建
設

山
光
油
業
株
式
会
社

吉
田
重
機
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社 

渡
辺
工
業

株
式
会
社 

ア
ー
ル
テ
ッ
ク

晶

長

興

産

秋
葉
商
店
有
限
会
社

菊
池
商
事
株
式
会
社

國
井
建
設
株
式
会
社

寒
河
江
清
掃
有
限
会
社

佐
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社 

佐
藤
砂
利
販
売

西
部
建
材
株
式
会
社

株
式
会
社 

西
浦
工
業

株
式
会
社 

マ
　
モ
　
ル

株
式
会
社 

山
形
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社 

ヤ
マ
ゼ
ン

ア
ー
ス
リ
ス
ト
ア
株
式
会
社

羽
陽
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

上
山
清
掃

有
限
会
社 

恭
　
　
　
栄

有
限
会
社 

県
南
工
業

株
式
会
社 

後
藤
工
業

有
限
会
社 

タ
ケ
カ
ツ
重
機
工
業

有
限
会
社 

ド
リ
ー
ム・ア
ー
ト

有
限
会
社 

北
方
清
掃

株
式
会
社 

ミ
ツ
ワ
企
業

株
式
会
社 

ア
シ
ス
ト

有
限
会
社 

石
　
川
　
組

株
式
会
社 

大
場
斫
工
業

株
式
会
社 

建
　
北
　
社

高
谷
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社 

マ
ツ
ダ
建
設

株
式
会
社 

村
山
コ
ン
ポ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

有
限
会
社 

山
形
産
廃
総
業

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
株
式
会
社

イ
ー
グ
ル
輸
送
株
式
会
社

株
式
会
社 

菊
地
建
設

株
式
会
社 

山
形
再
資
源
産
業

株
式
会
社 

三
瓶
工
業

有
限
会
社 

ツ
チ
ヤ
ク
リ
ー
ン

天
童
環
境
株
式
会
社

有
限
会
社 

天
童
ク
リ
ー
ン
産
業

佳
田
清
掃
株
式
会
社

有
限
会
社 

東
根
清
掃

富
士
見
産
業
株
式
会
社
山
形
出
張
所

升
川
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社 
モ
　
リ
　
ヤ

株
式
会
社 

ヤ
マ
モ
ト

オ
ー
ル
イ
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社 

奥
山
建
設
工
業
所

有
限
会
社 

ス
ズ
キ
建
設
工
業

株
式
会
社 

オ
オ
ツ
興
業

有
限
会
社 

國
井
建
設
興
業

有
限
会
社 

高
橋
建
材

株
式
会
社 

茨
木
建
設

有
限
会
社 

河
北
浄
化
槽
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社 

逸
見
商
店

有
限
会
社 

西
川
清
掃

有
限
会
社 

宮
宿
衛
生
社

有
限
会
社 

柏
倉
商
事

株
式
会
社 

ク
レ
ン
ズ
興
産

田
沢
山
開
発
有
限
会
社

株
式
会
社 

柿
﨑
重
機

有
限
会
社 

ケ
イ・テ
ィ
ー・テ
ィ
ー

有
限
会
社 

最
新
清
掃
興
業

株
式
会
社 

沼
澤
工
務
店

株
式
会
社 

マ
　
ル
　
カ

マ
ル
ミ
ツ
産
業
株
式
会
社

鈴

木

商

店

有
限
会
社 

エ
コ
シ
ラ
カ
ワ

株
式
会
社 

大
　
場
　
組

株
式
会
社 

北
山
建
設

株
式
会
社 

最
上
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

有
限
会
社 

門
脇
産
業

有
限
会
社 

建
　
　
　
商

二
藤
部
シ
ス
テ
ム
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社 

東
北
工
材

株
式
会
社 

マ
ル
コ
ウ
環
境

株
式
会
社 

大
蔵
産
業

最
上
共
同
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社

株
式
会
社 

殖
成
興
産

株
式
会
社 

相
田
商
会

株
式
会
社 

エ
コ
ス
米
沢

有
限
会
社 

カ
ト
ウ
衛
生
企
業

金
子
建
設
工
業
株
式
会
社

金
沢
清
掃
有
限
会
社

小

出

商

店

有
限
会
社 

厚
　
生
　
社

有
限
会
社 

後
藤
ク
リ
ー
ン
商
会

ジ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社

塩
谷
物
流
有
限
会
社

株
式
会
社 

シ
　
グ
　
マ

中
央
清
掃
有
限
会
社

株
式
会
社 

原
幸
商
店

文
化
清
掃
有
限
会
社

株
式
会
社 

勝
　
　
　
組

有
限
会
社 

丸
光
建
設
工
業

山
形
陸
上
運
送
株
式
会
社

株
式
会
社 

横
山
興
業

米
沢
清
掃
有
限
会
社

株
式
会
社 

安
　
部
　
組

有
限
会
社 

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
長
井

株
式
会
社 

北
原
産
業

有
限
会
社 

小
林
興
業

長
井
環
境
株
式
会
社

沼
澤
産
業
有
限
会
社

有
限
会
社 

白
山
企
業

有
限
会
社 

舟
山
商
店

株
式
会
社 

マ
ツ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

置
賜
ク
リ
ー
ン
設
備

有
限
会
社 

マ
ル
タ
カ
商
事

株
式
会
社 

マ
ル
ニ
建
工

株
式
会
社 

イ
　
ト
　
ウ

有
限
会
社 

今
泉
商
店

株
式
会
社 

大
竹
商
店

尾
形
興
業
有
限
会
社

株
式
会
社 

県
　
　
　
南

有
限
会
社 

県
南
エ
コ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社 

県
南
チ
ッ
プ

有
限
会
社 

南
陽
清
掃
社

有
限
会
社 

山
形
マ
ル
テ
イ

ア
シ
ス
ト
ア
ー
バ
ン
工
業
株
式
会
社

大
浦
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社 

高
畠
厚
生
社

有
限
会
社 

高
畠
清
掃

有
限
会
社 

高
万
商
店

有
限
会
社 

豊
川
興
産

羽
山
総
合
建
設
株
式
会
社

み
ど
り
環
境
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

き
れ
い
社

有
限
会
社 

中
央
清
掃

株
式
会
社 

横
川
建
設

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
総
業

テ
ル
ス
株
式
会
社

有
限
会
社 

沼
澤
興
業

株
式
会
社 

三
ツ
柳
道
路

有
限
会
社 

青
木
建
材

有
限
会
社 

朝
日
環
境
衛
生

雨
宮
産
業
株
式
会
社

ウ
ィ
ズ
環
境
株
式
会
社

有
限
会
社 

大
滝
商
店

有
限
会
社 

大
渕
商
店

株
式
会
社 

岡
部
建
設

小
野
寺
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社 

環
境
管
理
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産業廃棄物とは、水道水を作るときに出る泥や病院で使われた注射針など、家庭
以外で出るごみのうち、法令で定められた20種類のごみで、山形県で出るごみの
9割近くを占めます。私たちの業界では、中間処理で減容化、安定化するととも
に、再生資材や再生原料などとして提供しています。

産業廃棄物は、様々な過程を経て処理・再生されますが、不法投棄を未然
に防止するため、当協会では、排出の時点から、その行方を最後まで追い
かける産業廃棄物管理票（マニフェスト）の普及・頒布を行っています。

当協会では、コロナ感染の拡大や多発する自然災害に備えて、
企業活動を止めることなく対応するためのBCP（事業継続計画）
策定に向けた研修会などを開催しています。

「やまがた環境展」を共催し、産業廃棄物の適正処理やリサイクル
の促進、カーボンニュートラルやまがた県民運動の普及啓発などに
も力を注いています。

産業廃棄物処理の流れ

リサイクルへ

①排出 ②収集運搬
③（積替・保管）

④中間処理
破砕、脱水処理、
焼却など
（容積や重量を減らす）

最終処分

1次処理

2次処理

山形県産業資源循環協会の取り組み

環境に害を及ぼさないように
処理して最終処分場に埋め立て
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崎
新
治

北
村
勝
美

佐
藤
利
夫

会　　　 長　黒 澤 利 宏
副 会 長　鈴 木 　 隆
副 会 長　青 山 　 武
副 会 長　大 場 宏 利
専 務 理 事　伊 藤 泰 志
専 務 理 事　丹 野 善 将
専務理事・青年部会長　遠 藤 一 生
常 務 理 事　三 澤 昌 則
理　　　 事　丹 野 一 史

（テルス株式会社　代表取締役社長）
（株式会社 クリーンシステム　代表取締役）
（環清工業株式会社　代表取締役）
（株式会社 大場組　代表取締役）
（株式会社 ミツワ企業　代表取締役）
（タンノ清掃興業株式会社　代表取締役）
（有限会社 厚生社　常務取締役）
（一般社団法人 山形県産業資源循環協会　事務局長）
（株式会社 丹野　代表取締役社長）

理　　 　事　小 林 洋 平
理　　 　事　遠 藤 正 幸
理　　 　事　村 上 由 和
理　　 　事　井 上 洋 輔
理　　 　事　斎 藤 　 健
理　　 　事　尾 形 啓 一 郎
理　　 　事　佐 藤 賢 太
理　　 　事　丹 治 正 彦
理事・庄内支部長　渡 部 元 博

（有限会社 べにばな清掃社　代表取締役）
（株式会社 山形環境エンジニアリング　代表取締役）
（株式会社 クレンズ興産　代表取締役）
（井上工業株式会社　専務取締役）
（株式会社 マルコウ環境　取締役専務）
（尾形興業有限会社　代表取締役）
（長井環境株式会社　取締役）
（東北環境開発株式会社　常務取締役）
（株式会社 渡部砂利工業所　代表取締役）

理　　　 事　佐 原 伸 児
理　　　 事　石 川 由 美
理　　　 事　太 田 宏 明
理　　　 事　遠 藤 昌 敏
監　　　 事　片 桐 健 悦
監　　　 事　田 牧 大 祐
村山支部長　片 桐 孝 志
最上支部長　斎 藤 　 実
置賜支部長　松 木 　 弘

（一般社団法人 山形県建設業協会　専務理事）
（一般社団法人 山形県医師会　事務局長）
（山形県商工会連合会　専務理事）
（山形大学大学院理工学研究科　教授）
（天童環境株式会社　代表取締役社長）
（税理士法人 あさひ会計　統括代表社員）
（天童環境株式会社　代表取締役副社長）
（株式会社 マルコウ環境　代表取締役会長）
（株式会社 マツキコーポレーション　置賜クリーン設備　常務取締役）

正
会
員

〈
山
形
市
〉村
山
支
部

〈
新
庄
市
〉
最
上
支
部

〈
米
沢
市
〉
置
賜
支
部

〈
鶴
岡
市
〉
庄
内
支
部

〈
寒
河
江
市
〉

〈
山
辺
町
〉

〈
中
山
町
〉

〈
河
北
町
〉

〈
西
川
町
〉

〈
朝
日
町
〉

〈
大
江
町
〉

〈
金
山
町
〉

〈
最
上
町
〉

〈
舟
形
町
〉

〈
真
室
川
町
〉

〈
大
蔵
村
〉

〈
鮭
川
村
〉

〈
戸
沢
村
〉

〈
長
井
市
〉

〈
南
陽
市
〉

〈
高
畠
町
〉

〈
川
西
町
〉

〈
小
国
町
〉

〈
白
鷹
町
〉

〈
飯
豊
町
〉

〈
酒
田
市
〉

〈
庄
内
町
〉

〈
遊
佐
町
〉

〈
山
形
市
〉

〈
上
山
市
〉

〈
村
山
市
〉

〈
天
童
市
〉

〈
東
根
市
〉

〈
尾
花
沢
市
〉

賛
助
会
員

【令和４年７月15日（金）山形新聞17面に掲載】
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Ⅲ　役 員 紹 介

黒　澤　利　宏
会　長

テルス株式会社
代表取締役会長

小　林　洋　平
理　事

有限会社 べにばな清掃社
代表取締役

遠　藤　正　幸
理　事

株式会社 山形環境エンジニアリング
代表取締役

佐　原　伸　児
理　事

一般社団法人 山形県建設業協会
専務理事

片　桐　健　悦
監　事

天童環境株式会社
代表取締役社長

斎　藤　　　健
理　事

株式会社 マルコウ環境
取締役専務

田　牧　大　祐
監　事

税理士法人 あさひ会計
統括代表社員

伊　藤　泰　志
専務理事

株式会社 ミツワ企業
代表取締役

尾　形　啓一郎
理　事

尾形興業有限会社
代表取締役

石　川　由　美
理　事

一般社団法人 山形県医師会
事務局長

三　澤　昌　則
常務理事

一般社団法人 山形県産業資源循環協会
事務局長

鈴　木　　　隆
副会長

株式会社 クリーンシステム
代表取締役

丹　野　善　将
専務理事

タンノ清掃興業株式会社
代表取締役

佐　藤　賢　太
理　事

長井環境株式会社
取締役

太　田　宏　明
理　事

山形県商工会連合会
専務理事

青　山　　　武
副会長

環清工業株式会社
代表取締役

丹　治　正　彦
理　事

東北環境開発株式会社
常務取締役

遠　藤　昌　敏
理　事

山形大学大学院理工学研究科
教授

大　場　宏　利
副会長

株式会社 大場組
代表取締役

丹　野　一　史
理　事

株式会社 丹野
代表取締役社長

渡　部　元　博
理　事

株式会社 渡部砂利工業所
代表取締役

（現役員 令和４年６月改選後）

遠　藤　一　生
専務理事

有限会社 厚生社
常務取締役

村　上　由　和
理　事

株式会社 クレンズ興産
代表取締役

井　上　洋　輔
理　事

井上工業株式会社
専務取締役

30周年記念事業実行委員会

井　上　　　尚
実行委員長

（当協会　前・副会長）
井上工業株式会社
代表取締役会長

森　谷　重　美
式典部会長

（当協会　前・副会長）
株式会社 モリヤ
代表取締役会長

（実行委員長、式典部会長、事業部会長）

鈴　木　　　隆
事業部会長

（当協会　現副会長）
株式会社 クリーンシステム

代表取締役
（再掲）
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Ⅳ　組　織　図

総　　　会総　　　会

監　　　事

村山支部
支 部 長　片桐　孝志　天童環境株式会社
副支部長　丹野　善将　タンノ清掃興業株式会社
副支部長　奥山　新司　株式会社奥山建設工業所
副支部長　村上　由和　株式会社クレンズ興産
事務局長　金澤　忠治　株式会社クリーンシステム
幹　　事　岡崎　信広　有限会社岡崎清掃社
幹　　事　森谷　昌弘　株式会社モリヤ
幹　　事　小林　洋平　有限会社べにばな清掃社
幹　　事　高橋　和晴　株式会社荒正
幹　　事　五十嵐　誠　中央公害清掃株式会社
幹　　事　細矢　清昭　株式会社山形環境エンジニアリング
幹　　事　篠澤　真和　株式会社ミツワ企業
幹　　事　井上　洋輔　井上工業株式会社

最上支部
支 部 長　斎藤　　実　株式会社マルコウ環境
副支部長　荒川　純一　マルミツ産業株式会社
副支部長　大場　宏利　株式会社大場組
副支部長　柿﨑　勝彦　最上共同クリーン株式会社
幹　　事　大場　和彦　有限会社最新清掃興業
幹　　事　八鍬　修明　有限会社ケイ・ティー・ティー
幹　　事　北山　治寿　株式会社北山建設

置賜支部
支 部 長　松木　　弘　株式会社マツキコーポレーション
　　　　　　　　　　　置賜クリーン設備
副支部長　尾形啓一郎　尾形興業有限会社
副支部長　遠藤　一生　有限会社厚生社
副支部長　沼澤　岩夫　沼澤産業有限会社
会計幹事　原　　宏之　株式会社原幸商店
幹　　事　大浦　英樹　大浦工業株式会社
幹　　事　島貫　利幸　有限会社県南エコサービス
幹　　事　西原　政範　有限会社中央清掃
幹　　事　鈴木　聖人　アシストアーバン工業株式会社
幹　　事　佐藤　賢太　長井環境株式会社
幹　　事　高橋　友一　有限会社高万商店
幹　　事　黒澤　武利　テルス株式会社
幹　　事　近野　善和　文化清掃有限会社

庄内支部
支 部 長　渡部　元博　株式会社渡部砂利工業所
副支部長　丹治　正彦　東北環境開発株式会社
副支部長　小林　秀樹　株式会社境管理センター
幹　　事　三浦　　忍　株式会社三浦土建
幹　　事　登坂　　誠　株式会社登坂商店
幹　　事　武田　一則　ディスポテック株式会社
幹　　事　齋藤　　純　株式会社青南商事酒田支店
幹　　事　佐藤　雅則　環清工業株式会社
（事務局）

常務理事（兼）
事務局長
係　　長　小川　瑞穂
主　　事　長谷川幸子
式典事業担当
　　　　　細谷かおる

三澤　昌則

不法投棄防止専門部会
山　形　◎伊藤　泰志　株式会社ミツワ企業
　　　　　片桐　孝志　天童環境株式会社
　　　　　菊池　　浩　株式会社山形一進社
　　　　　須田　和雄　株式会社荒正
寒河江　　五十嵐悠太　井上工業株式会社
　　　　　遠藤　正幸　株式会社山形環境エンジニアリング
村　山　　森谷　昌弘　株式会社モリヤ
　　　　　大類　　司　オールイ環境サービス株式会社
新　庄　〇斎藤　　健　株式会社マルコウ環境
　　　　　大場　宏利　株式会社大場組
米　沢　　遠藤　一生　有限会社厚生社
　　　　　島貫　利幸　有限会社県南エコサービス
長　井　　黒澤　利宏　テルス株式会社
　　　　　松木　　弘　株式会社マツキコーポレーション
　　　　　　　　　　　置賜クリーン設備
鶴　岡　　小林　秀樹　株式会社環境管理センター
　　　　　三浦　　忍　株式会社三浦土建
酒　田　　佐藤　雅則　環清工業株式会社
　　　　　渡部　元博　株式会社渡部砂利工業所

青年部会
部 会 長　遠藤　一生　有限会社厚生社
副部会長　丹野　一史　株式会社丹野
副部会長　井上　洋輔　井上工業株式会社
幹　　事　花輪　　豊　株式会社ハナワ
幹　　事　髙橋　朋秀　東北クリーン開発株式会社
幹　　事　佐藤　雅則　環清工業株式会社
幹　　事　近野　善和　文化清掃有限会社
幹　　事　木村　禎之　株式会社クリーンシステム
幹　　事　片桐　一樹　天童環境株式会社
幹　　事　渡邉　貴徳　株式会社アースリストア
幹　　事　後藤　重喜　株式会社アールテック
幹　　事　五十嵐広一　中央公害清掃株式会社

循環やまがた編集委員会
委員長　岡崎　信広　有限会社岡崎清掃社
委　員　蛇子　幸治　株式会社こすもす清掃
委　員　大宮　拓也　株式会社クレンズ興産
委　員　斎藤　　健　株式会社マルコウ環境
委　員　西原　政範　有限会社中央清掃
委　員　登坂　　誠　株式会社登坂商店

安全衛生委員会
委員長　片桐　孝志　天童環境株式会社（村山支部）
委　員　村上　由和　株式会社クレンズ興産（村山支部）
委　員　柿﨑　勝彦　最上共同クリーン株式会社（最上支部）
委　員　遠藤　一生　有限会社厚生社（置賜支部）
委　員　丹治　正彦　東北環境開発株式会社（庄内支部）

理　事　会

【三　役　会】
会長・副会長・専務理事

部　　　会支　　　部

事　務　局

委　員　会

（◎部会長　〇副部会長）
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Ⅴ　協会のあゆみ 平成24年～令和３年（10年間）

協会内の出来事 国内外の出来事
　

平 

成 

24
年 

度

井上 尚 氏、環境大臣表彰受賞祝賀会の開催
協会設立20周年記念式典の開催・荒川純一氏環境大臣表彰受賞
５月　井上尚専務理事　環境大臣表彰受賞祝賀会の開催

６月　第41回通常総会

７月　協会設立20周年記念式典・記念講演・記念祝賀会

　　　　記念講演

　　　　　演題　「歩いてきた道、歩いてゆく道、舞台に恋して」

　　　　　講師　 劇作家・演出家・女優　渡辺えり 氏　　

８月　行政懇談会

９月　トップセミナー

９月　産業廃棄物処理実務者研修会

10月　荒川純一専務理事

　　　環境大臣表彰受賞

10月　やまがた環境展2012 
２月　環境・循環型産業交流プラザの

　　　開催

２月　不法投棄防止専門部会

●５月　東京スカイツリー
　　　　オープン
●７月　ロンドンオリンピック
　　　　開催
●10月　「日本郵便㈱」設立
●11月　中国トップに習近平氏
●12月　自民党政権へ　
　　　　第二次安倍内閣発足

　

平 
成 
25
年 

度

社団法人から一般社団法人へ移行
４月　社団法人から一般社団法人へ移行

６月　第１回通常総会

８月　行政懇談会

10月　産業廃棄物適正処理研修会

10月　やまがた環境展2013
12月　トップセミナー

２月　環境・循環型産業交流プラザの開催

２月　不法投棄防止専門部会

●６月　富士山が世界遺産に登録
●９月　2020年東京オリンピック、

パラリンピック開催決定
●12月　和食の食文化がユネスコ

無形文化遺産に登録決定
●２月　ロシアソチ冬季五輪開催

　

平 

成 

26
年 

度

第４代会長　黒澤利宏 氏 就任
鈴木 隆 氏、山形県知事表彰受賞

６月　第２回通常総会

　　　　第４代会長　黒澤利宏氏就任

８月　行政懇談会

９月　産業廃棄物適正処理研修会

９月　産業廃棄物処理実務者研修会

●４月　消費税８％スタート
●６月　富岡製糸場が世界遺産に

登録

ホテルメトロポリタン
山形にて祝賀会を開催

全国大会にて環境大臣表彰受賞

黒澤新会長の挨拶
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協会内の出来事 国内外の出来事
　

平 

成 

26
年 

度

10月　トップセミナー

10月　やまがた環境展2014
12月　鈴木隆理事知事表彰受賞

２月　環境・循環型産業交流プラザ

２月　不法投棄防止専門部会

●８月　広島市で豪雨災害
　　　　土石流などが発生
●９月　御嶽山が噴火
●10月　日本人3人がノーベル物

理学賞受賞

　

平 

成 

27
年 

度

６月　第３回通常総会

７月　支部長会議

９月　行政懇談会

９月　会員外理事産業廃棄物処理施設見学会

９月　産業廃棄物適正処理研修会

10月　やまがた環境展2015
11月　産業廃棄物排出事業者研修会

11月　第１回山形県産業廃棄物税評価検証委員会

１月　第２回山形県産業廃棄物税評価検証委員会

２月　環境・循環型産業交流プラザ

２月　不法投棄防止専門部会

●８月　「廃棄物処理法及び災害
対策基本法の一部を改正
する法律」が施行される

●９月　安全保障関連法成立
●９月　ラグビー W杯で日本が歴

史的勝利
●10月　大村智氏、梶田隆章氏

ノーベル賞受賞
●11月　パリ同時多発テロ

　

平 
成 

28
年 

度

各支部と総合支庁との行政懇談会を開始
６月　第４回通常総会

７月　支部長会議

７月　優良産廃処理業者

　　　認定制度普及推進

　　　研修会

９月　産業廃棄物排出事

　　　業者研修会

●４月　熊本地方を震源とするM
　　　　6.5の地震発生
●５月　伊勢志摩サミット開催
●５月　オバマ大統領広島訪問
●８月　リオデジャネイロオリ

ンピック開催
●10月　大隅良典氏ノーベル賞受

賞

会員外理事による施設見学

三役会送別会にて（H26.7開催）
前列　左より伊藤正志 前会長、青山豊 前副会長
後列　左より鈴木 常務理事、丹野 副会長  
　　　　　　細谷事務局、黒澤 新会長
　　　　　　井上 新副会長、荒川 新副会長

優良産廃処理業者認定制度普及推進研修会

産業廃棄物排出事業者研修会
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協会内の出来事 国内外の出来事
　

平 

成 

28 

年 

度

９月　行政懇談会

９月　産業廃棄物適正処理推進研修会

10月　循環型産業トップセミナー

11月　やまがた環境展2016
11月　産業廃棄物排出事業者研修会

２月   環境・循環型産業交流プラザ

２月　不法投棄防止専門部会

●１月　ドナルド・トランプ米大
統領就任

 　

平 

成 

29 

年 

度

６月   第５回通常総会

６月　支部長会議

７月　産業廃棄物処理実務者研修会

８月　循環型産業トップセミナー

９月　行政懇談会

10月　やまがた環境展2017
11月　産業廃棄物排出事業者研修会

２月　不法投棄防止専門部会

●６月　中学生棋士　藤井聡太四段
が公式戦29連勝の新記録

●８月　九州北部豪雨で死者・不
明41人

●10月　カズオ・イシグロ氏が
ノーベル賞受賞

●12月　中国が廃プラスチックの
輸入禁止

●２月　韓国平昌冬季オリンピッ
ク開催

 　

平 

成 

30
年 

度

青年部会設立20周年記念式典の開催
６月　第６回通常総会

６月　支部長会議

７月　電子マニフェスト導入実務研修会

７月　産業廃棄物処理実務者研修会

９月　循環型産業トップセミナー

９月　行政懇談会

９月　電子マニフェスト導入実務説明会

10月　やまがた環境展2018
11月　産業廃棄物排出事業者研修会

11月　青年部会設立20周年記念式典・祝賀会

  

２月　不法投棄防止専門部会

●６月　米朝首脳会議
●６月　大阪府北部でＭ6.7の地

震
●７月　７月豪雨災害・広島・岡

山などで死者多数
●９月　北海道胆振地方でM6.7

の地震
●９月　大阪なおみ選手が全米

オープンテニスで日本人
初優勝

●９月　インドネシア地震・津波
で２千人以上死亡

●10月　本庶佑氏ノーベル賞受賞

歴代青年部会長への感謝状贈呈
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協会内の出来事 国内外の出来事

 　

平 

成 

31
年 

度 

／ 

令 

和 

元 

年 

度 

「一般社団法人山形県産業資源循環協会」に名称変更
山形市中核市移行
山形県沖を震源とする地震の発生
森谷重美 氏、環境大臣表彰受賞
４月　「一般社団法人山形県産業資源循環協会」へ名称変更

４月　山形市が中核市に移行

６月　第７回通常総会

６月　支部長会議

６月　第１回山形県沖を震源とする地震災害廃棄物処理対策会議

７月　第２回山形県沖を震源とする地震災害廃棄物処理対策会議

７月　第１回山形県沖を震源とする地震災害廃棄物処理対策本部会議

９月　産業廃棄物排出事業者研修会

９月　令和元年度山形県循環型産業トップセミナー

９月　行政懇談会

９月　電子マニフェスト導入実務説明会

10月　電子マニフェスト導入実務説明会

10月　令和元年やまがた環境展

11月　電子マニフェスト導入実務説明会

11月　森谷重美副会長　環境大臣表彰受賞

12月　安全衛生研修会

２月　不法投棄防止専門部

●５月　新元号が令和となる

●７月　京都アニメーション放火
殺人事件

●９月　台風15号首都圏直撃で甚
大な被害

●10月　消費税1０％スタート
●10月　ラグビー Wカップ日本

開催、初のベスト８
●10月　吉野彰氏ノーベル賞受賞
●12月　中国武漢で新型コロナウ

イルス感染拡大
●１月　英国、EU離脱
●３月  東京オリンピック・バラ

リンピック１年延期

 　

令 

和 

２ 

年 

度 
６月　第８回通常総会・臨時理事会

６月　支部長会議

７月　北村山地域等で豪雨水害の発生

９月　令和２年度山形県循環型産業トップセミナー

９月　行政懇談会

10月　産業廃棄物排出事業者研修会

　　　令和２年やまがたオンライン環境展　～１/ 31
11月　電子マニフェスト導入実務説明会

12月　第１回山形県産廃税評価検討委員会

１月　第２回山形県産廃税評価検討委員会

２月　不法投棄防止専門部会

●４月～新型コロナウイルス感染
拡大

●３月、８月　甲子園（高校野球）
春夏中止

●７月　九州豪雨死者多数
●９月　菅首相誕生
●10月　アニメ映画「鬼滅の刃」最

速で興行収入100億円突破
●12月　「はやぶさ２」カプセル帰還
●１月　バイデン米大統領就任
●２月　医療従事者新型コロナワ

クチン接種始まる

全国大会にて
環境大臣表彰受賞
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協会内の出来事 国内外の出来事

 　

令 

和 

３ 

年 

度 

山形県との災害協定の見直し
各支部設立20周年記念式典
６月　第９回通常総会

６月　支部長会議

７月　産業廃棄物適正処理研修会

９月　行政懇談会

９月　令和３年度山形県循環型産業トップセミナー

９月　災害廃棄物の処理に関する研修会

10月　令和３年やまがたハイブリッド環境展　～１/10
12月　最上支部設立20周年記念式典・記念祝賀会

 

12月　庄内支部設立20周年記念式典・記念祝賀会

　

２月　村山支部設立20周年記念式典

２月　置賜支部設立20周年記念式典

２月　不法投棄防止専門部会

●４月　松山英樹がメジャー（マ
スターゴルフ）制覇

●６月　笹生優花がメジャー（全
米女子オープン）制覇

●７月　東京オリンピック開幕
●８月　東京パラリンピック開幕
●８月　新型コロナウイルス感染

症拡大
●７～８月
　　　　全国各地で豪雨災害発生
●10月　岸田首相誕生

 　

令 

和 

４ 

年 

度 

６月　第10回通常総会

６月　支部長会議

７月　設立30周年記念式典・祝賀会

８月　西置賜地域等で豪雨水害発生

９月　行政懇談会

●４月　「プラスチックに係る資
源循環法の促進等に関す
る法律」の施行

歴代支部役員への感謝状

歴代支部長への感謝状

歴代支部長への感謝状

歴代支部長への感謝状
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■会　長　　■副会長　　■専務理事　　■常務理事　　■理事　　■監事

五十嵐　昭一郎
鈴　木　昭　二
児　玉　英　男
鈴　木　健　一
伊　藤　正　志
丹　野　秀　樹
青　山　　　豊
大　場　和　夫
片　桐　　　光
木　村　有　為
黒　澤　利　宏
齊　藤　准　一
斎　藤　　　実
酒　井　利　杳
丹　野　善三郎
仲　野　健　児
遠　藤　信　幸
峯　田　喜一郎
渡　邉　勘一郎
蛇　子　　　勝
佐　藤　藤五郎
駒　澤　由　久
工　藤　京　造
那　須　　　薫
細　矢　三千郎
阿　部　健　一
逸　見　信　行
森　谷　重　美
荒　川　純　一
菅　原　周　二
井　上　　　尚
菊　池　　　武
鈴　木　　　隆
安　達　範　利
加　藤　勝四郎
島　貫　幸　雄
折　原　光　也
五十嵐　　　稔
多賀谷　英　幸
三　浦　秀　一
高　橋　邦　夫
渡　邊　悦　男
結　城　英　治
佐　藤　元　彦
菅　野　茂　吉
江　目　利　昭
髙　橋　冨士子
加　藤　友　信
鈴　木　英　雄
山　村　達　也
伊　藤　正　明
斎　藤　知　行
松　岡　由美子
小　林　清　人
遠　藤　正　幸
海　和　章　雄
舩　越　茂太郎
柿　崎　元　夫
岩　田　至　弘
渡　邉　恭　一
伊　藤　俊　夫
海　和　邦　博
松　井　　　彰
小　林　　　実
宮　部　保　夫
五十嵐　　　仁
鈴　木　正　明
柴　田　誠　一
臼　田　英　一
岡　部　茂　光
荒　井　　　寛
片　桐　健　悦
田　牧　大　祐
鈴　木　信　夫
大　場　宏　利
佐　藤　和　志
鈴　木　　　勉
松　田　一　彦
伊　藤　泰　志
青　山　　　武
渡　部　元　博
尾　形　啓一郎
渡　辺　　　明
松　本　みつ子
丹　野　善　将
大　浦　英　樹
佐　原　伸　児
後　藤　とし子
黒　澤　武　利
小　林　克　己
丹　野　一　史
丹　治　正　彦
石　塚　久　子
黒　山　誉　尋
石　川　由　美
太　田　宏　明
斎　藤　　　健
小　林　洋　平
佐　藤　長一郎
遠　藤　昌　敏
三　澤　昌　則
村　上　由　和
井　上　洋　輔
佐　藤　賢　太
遠　藤　一　生

２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期 13期 14期 15期 16期 17期１期

１期（平成４年４月～５年３月）　２期（平成５年４月～７年３月　３期（平成７年４月～９年３月）　４期（平成９年４月～11年３月）　５期（平成11年４月～13年３月）　６期（平成13年４月～15年３月）　７期（平成15年４月～17年３月）　８期（平成17年４月～19年３月）　９期（平成19年４月～21年３月）
10期（平成21年４月～23年３月）　11期（平成23年４月～24年３月）　12期（平成25年４月～26年総会終結）　13期（平成26年６月～28年総会終結）　14期（平成28年６月～30年総会終結）　15期（平成30年６月～令和２年総会終結）　16期（令和２年６月～４年総会終結）　17期（令和４年６月～６年総会終結）
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山形県環境エネルギー部循環型社会推進課長　後藤　絵美　

　　　　　　　　（やまがた環境展実行委員会事務局長）

　やまがた環境展は、地球温暖化対策や自然との共生、３Ｒ（廃棄物の発生抑制、再使用、再

生利用）に関する学び・啓発の場を提供することで、参加者一人ひとりが自らのライフスタイル

を見直す契機とし、再生可能エネルギー等に関する理解を深め、循環型社会の形成及びカーボン

ニュートラルの実現に向けた取組みを推進することを目的として毎年開催しています。

　・テーマ　　「知って学んですぐ行動 みんなでつなぐ環境やまがた」

　・期　日　　令和４年10月15日（土）から10月16日（日）まで　２日間

　　　　　　　（延べ来場者数 1万人。一部ブースをYouTube動画で配信中。）

　・会　場　　山形国際交流プラザ「山形ビッグウイング」（山形市）

　・主　催　 　やまがた環境展実行委員会（構成団体：山形県、一般社団法人山形県産業資源循環協会等）

　当日は、県や一般社団法人山形県産業資源循環協会等の主催団体をはじめ、県内の43の企業・

団体が出展し、家庭でできる省エネ、再生可能エネルギー設備、リサイクル認定製品などの展

示のほか、普段は乗ることのできないパッカー車の展示や山形大学と連携した３Rワークショッ

プ、学生ボランティアによるカーボン

ニュートラルに関するワークショッ

プなど体験型企画を実施し、多くの方

に楽しみながら、環境に対する理解を

深めていただきました。また、環境省

のナッジ・アンバサダーである谷本

道哉氏より、「筋肉とエコは裏切らな

い」をテーマにご講演いただき、好評

を博しました。

令和４年度やまがた環境展の開催について

で き ご と

テープカットの様子

ＥＶ車を活用した発電とリサイクル製品かえっこバザール
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　やまがた環境展は、平成15年度の「環境産業まつり」に始まり、今回で20回目の開催となりま

したが、この間、私たちを取り巻く環境は大きく変容しており、また、環境に対する知識や技術

も進歩してきています。これからも、時代に沿ったやまがた環境展を企画運営し、環境保全に関

する啓発活動を展開してまいりたいと考えておりますので、皆様方の変わらぬ御理解と御支援を

賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、「令和４年やまがた環境展」の開催に御協力いただいた関係者の皆様に心からお礼申

し上げます。

　　　　　　　　　　
当協会の出展概要

　村山支部と青年部会、山形大学工学部 遠藤研究室（大学院理工学研究科教授 遠藤昌敏 氏／当

会理事）の方々より特設ブースの設営にご尽力いただきました。

　村山支部と青年部会では、プラスチック等のリサイクル商品や株式会社モリタエコノス様の協

力で「地球にやさしいハイブリッドパッカー車」を展示し、廃棄物処理業界における循環型社会

の形成や脱炭素への取組みを発信しました。

　遠藤研究室には、「親子で楽しむ サイエンスとエコロジーの体験」と題し、『ケミカルぬり絵』

（化学反応で彩色するぬり絵づくり）や『オ

リジナルアート』（廃プラ等からの装飾品づ

くり）、そして『気体CO2（二酸化炭素）の

固定化実験』を学生さんの協力のもとに、ワー

クショップとして出展いただきました。　　

　各々の出展内容は、「令和４年やまがた環

境展」YouTube動画で配信中です。

　当会では、引き続き産学連携した取組みを

進めてまいります。

「地球にやさしいハイブリッドパッカー車」

親子で楽しむサイエンスとエコロジーの体験
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〇村山支部の報告

　コロナ禍において、「やまがた環境展」はオ

ンラインでの開催が続いておりましたが、今年

はコロナ対策を講じながら、３年振りとなる展

示ブースや各種イベントなど、規模を縮小しな

がらも通常通りの開催となりました。

　協会ブースではSDGsへの目標達成に向けた

各社の取組みをパネルに展示し、特にマテリア

ルリサイクルやサーマルリサイクルの重要性や

発展性を来場者へ説明致しました。

　また、当協会　遠藤理事の研究室に未就学児のお子さんから小中学生まで参加可能な「ケミカ

ルぬり絵」「オリジナルアート」などの３Rワークショップを出展頂き、楽しいイベントを通し

て「環境への取組みやリサイクルへの意識」を高く持って頂く

ことができたと実感しております。

　私たち村山支部は「やまがた環境展」を通して、環境問題へ

の取組みや課題など、多くの皆様に関心を持って頂き、環境問

題をより身近に感じて頂く広報を続けていきたいと考えており

ます。　　　　　　株式会社クリーンシステム　金澤　忠治

〇青年部会の報告

　10月15、16日、山形国際交流プラザにて令和４年やまがた環

境展～知って学んですぐ行動　みんなでつなぐ環境やまがた～

が開催されました。３年ぶりの対面開催でしたが、10,000人を

超える沢山の方々にご来場頂き、各団体、企業様の環境への取

組みなどをＰＲすることができました。

　当協会では、沢山の方にご協力を頂き、化学実験を取り入れ

た体験コーナーやパッカー車の展示、リサイクル工程のパネル

展示などを行いました。来場者は環境展での特別な体験を通

し、適正な廃棄物処理や環境活動などについて、環境への取組

みを知り、学んで頂けたと思います。

　我々が住む地球を未来へ繋いでいくため、より多くの皆様に

関心を持って頂けるよう、今後も活動を続けていきたいと思い

ます。　　　　　　　　中央公害清掃株式会社　五十嵐広一

廃プラ等からの装飾品作り

親子にパネルを使って説明

YouTube撮影中

気体CO2固定化実験
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環境大臣表彰

　当協会副会長　鈴木　隆　氏（株式会社クリーンシステム代表取締役／本社 山形市）は、令

和４年度循環型社会推進功労者環境大臣表彰を受賞されました。

　産業廃棄物の適正処理による地域への貢献、東日本大震災により発生したがれきの広域処理へ

の協力、そして当協会役員として全県的な適正処理事業の向上・発展に寄与された功績がたたえ

られたものです。

　表彰状は、令和４年12月27日（火）、山形県環境エネルギー部長室で安孫子義浩部長から伝達

されました。

山形県知事表彰

　当協会理事・庄内支部長 渡部　元博　氏（株式会社渡部砂利工業所　代表取締役／本社 酒田

市）は、令和４年度保健衛生関係功労者山形県知事表彰を受賞されました。

　廃棄物の適正処理による環境保全や庄内地域の不法投棄防止啓発活動等への貢献、そして当協

会役員、支部長として、当業界の社会的地位の向上に指導的役割を果たしてこられた功績がたた

えられたものです。

　表彰状は、令和４年11月22日（火）、山形県庁講堂で行われた表彰式で、山形県知事から授与

されました。

左から、金澤忠一県議会議員、当協会 黒澤利宏会長、鈴木 隆 氏、安孫子義浩部長

渡部　元博　氏（前列、右から１人目）

環境大臣表彰・山形県知事表彰　受賞報告
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　当協会の「令和４年度労働災害防止計画」に重点実施事項とした『安全衛生規程の整備促進』

を進めるため、山形県から受託した循環型産業人材育成等事業を絡めて、当協会安全衛生委員会

（委員長 片桐孝志）が企画・開催しました。

　・日　時　　令和４年10月６日（木） 13：30から15：30まで 
　・会　場　　ホテルメトロポリタン山形 （山形市） 
　・テーマ　　「安全衛生規程の意義と策定方法」 
　・講　師　　中央労働災害防止協会 安全衛生エキスパート　竹田　良二　氏 
　・参加者　　33社、44人（内訳：会場27人、Web17人）

　昨年度、当協会での安全衛生規程を策定済み又は策定予定の会員数は43社。（調査回答中、

27％）。今年度は、この数値の５％アップ（43会員×５％増=46会員）を計画目標として取り組

んだものです。

　冒頭、当協会 黒澤利宏 会長は「本業界は、社会インフラの重要な役割を担う存在であり、そ

の業務を安全・確実に遂行することが必須の責務。」と挨拶し、続いて片桐委員長は「受講内容

を現場に反映され、労働災害の防止に努めるとともに、私ども企業の社会的信頼を一層向上させ

るために安全衛生規程の整備は必須。」と挨拶しました。

　講師の竹田良二 氏は、労働災害と事業者の責任、そして安全衛生規程の策定手順や留意点な

どについて、全産連発行資料（「産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生管理規程及び解説」）

等を活用しながら講義され、今後の各企業における規程整備に向けた個別指導まで説明ください

ました。

中央労働災害防止協会
安全衛生エキスパート　竹田　良二　氏

安全衛生委員会　片桐委員長当協会　黒澤会長

安全衛生研修会の開催について
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「新たな視点と惜しまぬ努力
　　　　　　　 みんなで目指すゼロ災害」

株式会社クリーンシステムにおける取組み

　当協会安全衛生委員会（委員長　片桐孝志）では、令和 4年 11 月 1 日、「株式会社クリー
ンシステム」を安全衛生モデル事業所として視察しました。
　当日、現地では、同社　鈴木　隆　代表取締役 （当協会副会長）から、「安全への取組みに
終わりはない。参考になるものは使って欲しい。」とのご挨拶を頂戴した後、同社の衛生管
理者を務める加藤健一　生産部次長や副安全管理者の塩野昌俊　同部サブマネージャーから
労働安全への取組事例等を説明いただき、佐藤彰史　生産部長等のご案内で場内各処理施
設を回りました。
　安全衛生規程等の整備や明確な安全衛生組
織体制の下、自社の中長期環境経営目標等に
物損事故10件／年以下、労災人災ゼロを掲げ、
安全担当者による安全パトロールをほぼ毎日
行うほか、社内安全衛生委員会のパトロール
を月１回実施するなどして、労働安全衛生へ
の取組みの徹底に力を入れる同社には、多く
の参考事例がありましたので紹介します。
　今後、安全衛生委員会は、今回の視察成果
を参考に、次年度の当協会労働災害防止計画
の策定等を進めてまいります。

・所 在 地　山形市飯塚町（本社）　※他に関東支店（千葉県柏市）等あり
・業務内容　廃棄物リサイクル、廃棄物収集運搬、リサイクル型解体　等
・従業員数　122人（R4.4.1 現在）
・所有車両　収集運搬車両39台（R4.3 末現在）
　　　　　　／R3年度産廃収集運搬実績35,370t

代表取締役　　鈴木　　隆株式会社クリーンシステム

安 全 衛 生 委 員 会 視 察 報 告

視察先
・処理施設　木くず破砕、廃プラ類等選別・破砕・減容固化　等
　　　　　　／R3年度産廃中間処理実績（本社）58,266t⇒内リサイクル率86.8％
・事業認定　優良産廃処理業者認定、エコアクション21認証、山形県環境学習
　　　　　　支援団体認定
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１　指差し呼称の完全実施と RKY活動表の活用
　　有効な安全のアイテムである“指差し呼称”の
　完全実施と、RKY活動表を活用し、作業者側のリ
　スク対策だけでなく、事業者側が取り組むべき根
　本的なリスクの解消につなげている。

RKY（リスク危険予防）の実践参考事例２

１　年間スローガンや労働安全への提案募集
　　従業員より、年間と季節ごとの安全スローガン
　を募集して社内掲示しているほか、労働安全への
　環境改善提案を募り、実践することで、労働安全
　意識の高揚等につなげている。

　　＊2022年度年間安全スローガン
　　　『新たな視点と惜しまぬ努力　
　　　　　　　　　　　みんなで目指すゼロ災害』

　　＊2022年度冬季安全スローガン
　　　『安全に　近道 抜け道妥協なし
　　　　　　　　　　　　ゆっくり走ろう冬の道』

２　安全カメラ設置による意識改革と画像によるヒヤリハット場面の認識拡大
　　処理施設内要所に安全カメラを設置することで、作業安全徹底への意識改革が図られたほか、過重労働の防
　止にもつながった。さらにヒヤリハット場面を写真化することで、ヒヤリハット場面の現場認識の拡大と、報
　告書作成の効率化にもつなげている。

社内意識の向上・改革参考事例１

改善前

⇒ 改善後

改善提案の実践・場内カーブミラーの設置

２　安全啓発キャラクター「ヒヤリハット君」と
　　ステッカーの活用
　　自社オリジナル安全啓発キャラクター「ヒヤリ
　ハット君」のステッカーや各作業箇所特有の注意
　喚起ステッカーを、RKYの視点を絡め効果的に貼
　付している。
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１　飛散防止への取組み
　　粉塵の発生が懸念される作業箇所で、地下水
　を利用したミスト散布や路上散水等を行うこと
　で飛散を防止するとともに、夏場の熱中症予防
　にも効果を発揮している。

２　交通誘導員の配置と利用しやすい外部トイレの設置
　　搬入・搬出車両出入口付近の安全確保のため、交通誘導員を配置している。
　　受付・管理棟の外部に男女別のトイレを設け、屋外作業員や外部からの搬入業者等も利用しやすい環境を
　整備している。

働きやすい職場環境の整備参考事例３

委員長　片桐孝志（天童環境株式会社　代表取締役副社長）
委　員　村上由和（株式会社クレンズ興産　代表取締役）
委　員　柿﨑勝彦（最上共同クリーン株式会社　代表取締役社長）
　　　　　※代理視察　梁瀬伸祐（同社　常務取締役）
委　員　遠藤一生（有限会社厚生社　常務取締役）
委　員　丹治正彦（東北環境開発株式会社　常務取締役）

安全衛生委員会メンバー

【施設等で説明を受ける当協会安全衛生委員会メンバー】
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　近年、災害は頻発化・激甚化しており、本県でも令和４年８月３日からの大雨で多くの市町村

が被災しました。山形県と災害廃棄物の処理に関する支援協定を締結している当協会では、県が

主管したこの度の訓練に会員企業が協力したほか、今後の迅速、かつ的確な支援対応のため、村

山支部（支部長　片桐孝志）のメンバーなどが視察に入りました。

　・日　時　　令和４年10月18日（火）

　・場　所　　大江町中央公民館

　・主　催　　山形県、大江町、西村山広域行政事務組合

　・協　力　　寒河江地区衛生協議会

　・講　師　　石坂広徳　氏（有価物回収協業組合 石坂グループ 本部長／本社工場　熊本市）

　　　　　　　金子靖輝　氏（一般社団法人 日本災害対応システムズ 事務局長）

　・視察者（総勢約50人（県内市町村・関係機関団体職員））

　　　村山支部　支 部 長　　片桐孝志（天童環境株式会社　代表取締役副社長）

　　　　（同）　　副支部長　　村上由和（株式会社クレンズ興産　代表取締役）

　　　　（同）　　幹 　 事　　井上洋輔（井上工業株式会社　専務取締役）

　　　青年部会副部会長（代） 髙橋　健（株式会社丹野　取締役事業部長）

　　　常務理事兼事務局長　　三澤昌則

概　要

　公民館駐車場を仮置場に見立て、①燃やせる

ごみ　②燃やせないごみ　③粗大ごみ　④畳

⑤家電の集積区分を設け、廃棄物を積んだト

ラックの搬入受付から、分別・荷下ろしまでの

手順、要点を実動訓練し、その後、持ち込まれ

た廃棄物搬出のための動線確認などが行われ

ました。

　石坂講師は、熊本県や広島県での豪雨災害による仮置場を担当された経験から、搬入車を渋滞

させないことも被災者への大切な配慮で、単品での持ち込みか、複合品かで誘導順序や動線を変

更することも有効と説明されたほか、被災家財の持ち込みが落ち着くと、次に、倒壊した建物建

材などの持ち込みが始まる。それまでには仮置場を一度整理できるよう、搬出作業を並行するこ

とが望ましいとも述べられました。

山形県災害廃棄物仮置場設置訓練　視察報告
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　令和４年11月４日（金）、ほほえみの宿 滝の湯（天童市）において、スタートアップ研修会を

開催しました。

　本研修会は、会員企業における入社５年目程度までの実務者を対象とし、青年部会からの協力

を得て開催したものです。初めての試みとなりましたが、予定していた人数を超える参加をいた

だきました。

　名刺交換や電話対応などビジネスマナーの再認識を促す体験学習、廃棄物の分類や罰則規定の

実例紹介や県の施策に伴う補助金制度の説明を通じて、改めて自身の業務内容を見直す良い機会

となったようです。

　中小企業の多い産廃処理業界では、自社研修等を容易に実施できないことがあるため、今回の

研修会を望んでいた会員企業も多く、参加者からは毎年開催を求める声が寄せられるなど、たい

へん有意義な研修会となりました。

　・日　時　　令和４年11月４日（金）

　・会　場　　ほほえみの宿　滝の湯（天童市）

　・参加者　　32人
　・内　容　　第１部　10：10 ～ 12：00
　　　　　　　「プロとしての基本の再確認とスキルアップ」

　　　　　　　〔講師〕山形銀行 営業支援部 地域振興推進室

 　　　　　　　くらしと経営の相談所 調査役　　安達　智宏　氏

　　　　　　　第２部　13：00 ～ 14：30
　　　　　　　「廃棄物処理法入門／基礎知識、排出者の責務概要」

　　　　　　　〔講師〕BUN環境課題研修事務所　主宰　長岡　文明　氏

　　　　　　　第３部　14：45 ～ 15：30
　　　　　　　「産業廃棄物処理に関する行政施策」

　　　　　　　〔講師〕山形県環境エネルギー部

 　　　　　　　循環型社会推進課 課長補佐（廃棄物対策担当） 大久保　剛　氏

名刺交換のロールプレイング演習（左側・安達講師）

スタートアップ（新人・若手実務者）研修会の開催について
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　令和４年11月28日（月）、ヒルズサンピア山形（山形市）において、山形県からの受託事業の

中間管理職等研修会を開催しました。

　本研修会は、産業廃棄物の適正処理と３Ｒの推進、社会インフラとして重要な役割を担う本業

界の社会的地位向上を図ることを目的に、現場のリーダー的役割を担う中間管理職等の方を対象

にして開催しました。

　講師は、昨年に引き続き　経営コンサルタントの大野 勉 氏を招き、中間管理職に求められて

いるものは何か、組織で仕事をするということはどういうことかについて、具体例を交えてご講

演いただきました。

　参加者からは、「仕事ができることと部下を育てることの違いが分かった」「業務の流れを整理

することの大切さを実感した」「研修内容を今後の業務で実践したい」等の声が寄せられ、管理

職の役割や重要性を改めて理解するたいへん良い機会となったようです。

　・日　時　　令和４年11月28日（月）13：30 から 15：30まで

　・会　場　　ヒルズサンピア山形（山形市）

　・参加者　　39人
　・テーマ　　「管理者に求められている事　～組織で仕事をする～」

　・講　師　　経営コンサルタント  大野　勉　氏

経営コンサルタント　大野　勉　氏

中間管理職等研修会の開催について
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　当協会における廃棄物行政への一層の貢献と景況動向等を踏まえた上での支援要望のため、県

担当課との行政懇談会を開催しました。

　○　日　時　令和４年９月５日（月）

　○　会　場　山形県建設会館（山形市）

　○　出席者

　　　・山形県環境エネルギー部 循環型社会推進課

　　　　　課　　長　後藤絵美 氏、　廃棄物対策主幹　前田　学 氏　ほか

　　　・当協会幹部

　　　　　会　　長　黒澤利宏

　　　　　副 会 長　鈴木　隆、　同左　青山　武、　同左　大場宏利

　　　　　専務理事　伊藤泰志、　同左　丹野善将、　同左　遠藤一生　ほか

　冒頭、当協会 黒澤会長は「当業界においては、長年の課題である“社会インフラとして重要

な産業廃棄物処理業界の社会的地位の向上”はもちろん、コロナの感染拡大等、多様な社会動向

の中にあって、幾多の新たな課題があがっている。課題解決に向けた現場の声として、意見や要

望を述べさせていただく。」と挨拶。県 後藤課長は「産業廃棄物処理業界における課題など、皆

様の生の声をお聞きして、今後の県施策に反映できればと考えている。」と挨拶した。

－　山形県産業資源循環協会から県への意見・要望　－

１　令和５年度予算に向けて

　　適正処理の効率化等への支援

　　①既・３R研究開発・施設整備事業費補助金の拡充

　　②カーボンニュートラルやまがた県民運動の普及促進

　　人材の確保と育成への支援

　　①産廃処理業従事者資質向上セミナー（当協会受託事業）の拡充

　　②キャリア形成の促進

　　③女性就業環境の整備

　　安全な業務遂行への支援

２　循環型社会形成への施策等について

　　①優良産業廃棄物処理業者認定制度におけるインセンティブの付加

　　②プラスチックリサイクル率向上への対応

　　③最終処分場の計画的管理

３　その他

　　①災害廃棄物処理に関する役割の再整理（市町村を絡めての整理）

　　②コロナ禍における原油価格・物価高騰等への支援

　　③廃棄物業界業務にかかる行政側のDX化推進への取組み　　

令和4年度　行政懇談会の開催について
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公益社団法人全国産業資源循環連合会
第72回　北海道・東北地域協議会の開催について

　公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連）のブロック組織である北海道・東北地域協議

会は、毎年春と秋に各道県持ち回りで開催され、地域に共通の課題や全産連への提案事項などに

ついて協議や意見・情報交換を行っています。

　令和４年秋の協議会は、次のとおり開催されました。

１　期日等

　　・期日　令和４年10月19日（水）

　　・場所　秋田市内

２　内　容

　　審　　議

「廃棄物処理法における欠格要件について」（提案　青森県協会）

　当地域協議会から全国産業資源循環連合会宛てに、廃棄物処理法上の欠格要件見直しを

求める要望書の提出が決議されました。

　内容は、産業廃棄物処理業に直接関与しない法令違反や刑事罰であっても、企業役員に

該当者があれば産廃許可を取り消すという現・同法の規定は、現状にそぐわない。

　ついては、当該内容を見直して欲しい旨の要望書を、北海道・東北地域協議会会長（宮

城県　鈴木会長）名で全国産業資源循環連合会 永井会長に提出することとなったもので

す。

　　情報交換

「災害廃棄物の処理等に関する協定」の市町村との締結状況について

　各道県の状況は次のとおり。岩手県協会では、市町村からの強い要請を受け、県内33全
市町村との協定締結を今年度内に終了予定とのこと。来賓出席された永井会長は「県の仲

介等によるタイムロスは、最終的に私ども現場作業での負担増となる。各協会は積極的に

市町村との協定締結を進めるべき。」と意見されました。

　　　各協会の市町村との締結状況（全道県協会とも各々の道・県とは協定締結済み）

○　北海道協会　５市と締結済み（協会３市（札幌、函館、旭川）、支部２市）

○　青森県協会　なし

○　岩手県協会　33全市町村と今年度内締結予定

　　東日本大震災（2011年３月）を経て、各市町村から締結への要請あり。

○　秋田県協会　なし

○　宮城県協会　１市（仙台市）と支部が締結済み

○　福島県協会　なし

○　山形県協会　なし
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山形県からのお知らせ

　日本での食品ロス（まだ食べられるのに廃棄されている食品）は、１人１日当たりお茶碗およ

そ約１杯分（約113グラム）、１年間で約522万トンと言われています。(農林水産省・環境省「令

和２年度推計」より)
　食品ロスは、食品の生産や流通に要したエネルギーを無駄にするだけでなく、廃棄の際には運

搬や焼却で余分な二酸化炭素（CO2）を排出することになるため、環境面からもその発生を抑制

していくことは大切です。

　食品ロス削減を目的として活動している「全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会」で

は、年末年始の会食の多い時期に「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンを実施していま

す。本県も当キャンペーンに参加し、12月から翌年１月までの期間に、「おいしく残さず食べき

ろう！」をキャッチフレーズとして啓発を行っております。

　ごみゼロやまがた推進県民会議の構成団体である山形県産業資源循環協会、会員企業及び従業

員の皆様にも、外食時や家庭での食べきりについて御協力いただきたくお願いいたします。

行 政 だ よ り

山形県からのお知らせ 

外食時等の「おいしい食べきり」キャンペーンを実施しています 

 
日本での食品ロス（まだ食べられるのに廃棄されている食品）は、１人１日当たりお茶碗お

よそ約１杯分（約 113 グラム）、１年間で約 522 万トンと言われています。(農林水産省・環境

省「令和２年度推計」より) 

食品ロスは、食品の生産や流通に要したエネルギーを無駄にするだけでなく、廃棄の際には

運搬や焼却で余分な二酸化炭素（CO2）を排出することになるため、環境面からもその発生を

抑制していくことは大切です。 

食品ロス削減を目的として活動している「全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会」

では、年末年始の会食の多い時期に「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンを実施してい

ます。本県も当キャンペーンに参加し、12 月から翌年１月までの期間に、「おいしく残さず食

べきろう！」をキャッチフレーズとして啓発を行っております。 

ごみゼロやまがた推進県民会議の構成団体である山形県産業資源循環協会、会員企業及び従

業員の皆様にも、外食時や家庭での食べきりについて御協力いただきたくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎外食時等の「おいしい食べきり」キャンペーンを実施しています

（担当：環境エネルギー部 循環型社会推進課 Tel 023－630－3021）
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PCB 使⽤安定器は、PCB 特別措置法により期間内の処分が義務付けられています 

処分期間は令和 5 年３⽉ 31 ⽇まで 
※ 中⼩企業者や個⼈等が処分を⾏う場合には費⽤の軽減制度が適⽤されます。 

（適⽤条件があり契約前に申請が必要です） 
※ 期間内に処分を委託しなかった場合には罰則が科されることもあります。処分へのご理解・ご協⼒をお

願いします。 

ＰＣＢが使われている可能性がある照明器具

昭和５２年３⽉以前に建築された、⼯場、農家の作業⼩屋、納屋、ビル、マンションや
アパート等の共同住宅の共⽤部、倉庫等に設置されている業務⽤蛍光灯に付属する安
定器には PCB が使⽤されている可能性があります。 

～古い照明器具がある場合はすぐに確認をお願いします～

の処分期限まで残りわずか！

確認から処分までの手順 

詳しい情報は山形県 

ＨＰで公開しています 
安定器の所在を確認 

１ 確 認 

メーカー名・型式・製造年等

からＰＣＢ含有を判別 

２ 判 別

山形県（または山形市）に届出 

処分まで適正に保管 

３ 届 出 

ＪＥＳＣＯ北海道処理事業所へ

処分を委託 

４ 処 分

「PCB 廃棄物 (PCB 使用製品) 

の適正処理について」 
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建物が所在する地域を管轄する総合⽀庁環境課（⼭形市内は⼭形市廃棄物指導課）
へご連絡をお願いいたします。早急な処理⼿続きについてご案内いたします。 

調査により PCB 使⽤安定器を発⾒したら

製造から 40 年以上が経過する PCB 使⽤安定器が、劣化して破裂し、PCB が漏えいする事故が発
⽣しています。このような事故は⼀度調査して PCB 使⽤安定器が存在しないとされた建物でも起きていま
す。サンプル調査を⾏ったことが原因と考えられますので全数調査を⾏うようにしてください。 

漏洩した PCB が⼈体にかかる危険性がありますので昭和 52 年（1977 年）3 ⽉までに建築・改修され
た建物で古い安定器が使⽤されていないか速やかに確認し、⾒つかった場合は取り外して交換してください。 
 昭和 32 年（1957 年）1 ⽉から昭和 47 年（1972 年）8 ⽉までに国内で製造された照明器
具の安定器には、PCB が使⽤されたものがあります。なお、⼀般家庭⽤の蛍光灯などの安定器には
PCB が使⽤されたものはありません。 

PCB を含有する安定器は、安定器に貼付された銘板に記載さているメーカー、型式・種別、性能（⼒
率）、製造年⽉などの情報から判別することができますので詳細は各メーカーに問い合わせるか、（⼀
社）⽇本照明⼯業会のホームページを参照してください。 

■PCB 使⽤安定器かどうかの判別⽅法

■照明器具のラベル調査 

■安定器の銘板調査 

照明器具のラベルからメーカー・種類・⼒率・製造年などから PCB 含有の有無を判別できますが、メー
カー名が判別できた場合は、必ずメーカーへ問い合わせて確認してください。 
 メーカーの問合せ先は、（⼀社）⽇本照明⼯業会のホームページを参照してください。 

 照明器具のラベルによる判別が困難な場合には、照明カバー、反射板などを取外し、安定器の銘板の
記載内容を確認し、各メーカーに問い合わせるか、（⼀社）⽇本照明⼯業会のホームページを参照し
てください。 

照明器具カバー、反射板などを取外す 安定器が⾒える 安定器の銘板を確認 

（https://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm#maker）

●製造年が昭和 48 年(1973 年）以降   ●低⼒率型（⼒率が 85％未満） 
●Hf ランプの表⽰がある              ●    マークの表⽰がある    

以下に当てはまれば PCB は使⽤されておりません 

  マークの表示 
メーカーの表示 

製造年の表示 
力率の表示 

（高力率・低力率） 

Hf ランプの表示 

※ラベルはあくまで⼀例です。 
全てのメーカーに記載されているとは限りません。

ラベル 
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山形市からのお知らせ

　

　本年度は新規発見事案４か所と昨年度からの継続事案１か所の合計５か所の原状回復事業を実

施いたしました。

　大塩沢八森線の林道斜面の廃棄物については、村山地区不法投棄防止対策協議会の事業とし

て、５月に原状回復作業を実施しました。昨年度からの継続事案でありましたが、今年度は林道

斜面から人力やユニック車で引き上げる作業をおこない、２年かけてほぼ全量の廃棄物が撤去さ

れました。回収された廃棄物は、コンクリートがら、タイル片、境界杭で、ほとんどが土嚢袋に

入れられた状態でした。

　当該地の原状回復作業につきましては、地域の皆様や村山地区不法投棄防止対策協議会のご協

力により、廃棄物を撤去することができました。また、この他の４事案についても、地域の皆様

からの通報等のご協力により、無事原状回復されております。今後も豊かな自然環境を保全して

いくため、引き続き皆様からのご協力をよろしくお願いいたします。

◎山形市内で不法投棄された廃棄物の原状回復事業を行いました

令和３年作業前 令和４年作業後

＜原状回復の様子＞

（担当：環境部 廃棄物指導課 Tel 023－641－1212）
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総 合 支 庁 だ よ り

【村山総合支庁で初のフードドライブを実施しました】

　食品ロスに対する意識向上と食品ロス削減のため、10月
の食品ロス削減月間及びやまがたＳＤＧｓ推進月間にあ

わせて、10月12日（水）に村山総合支庁及び村山保健

所、10月13日（木）に西村山地域振興局及び北村山地域

振興局において、それぞれの庁舎に勤務する職員を対象

にフードドライブ※を実施しました。

　多くの皆様から食品を提供いただき、530点、重さに

して266キログラムの食品が集まりました。13日の午後

に贈呈式を行い、一般社団法人やまがた福わたし（フード

バンク活動団体）に贈呈しました。集まった食品は、

同団体を通じて食の支援を必要としている方に提供さ

れます。

　※家庭で買いすぎてしまったり、もらったけれど使う予定が

ない食品を集めて、食の支援を必要としている世帯や子ど

も食堂、福祉施設などに寄付する活動

【秋期（10月19日～ 10月27日）の不法投棄防止合同パトロールを実施しました】

　県では、10月に「不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強

化月間」を設けて、不法投棄防止などの広報・啓発及び監

視活動を強化することとしております。

　村山総合支庁では、市・町・衛生組織連合会、一般社団

法人山形県産業資源循環協会会員と合同で、今年度に原状

回復した地点や、南東北県境合同パトロールも兼ねて県境

においても不法投棄箇所の確認などを行いました。この紙

面をお借りしまして、改めて貴協会の御協力に対し、感謝

申し上げます。

　ごみのない美しいやまがたを実現するために、県民一丸となって取り組んでいきましょう！

村山総合支庁
環境課 村山総合支庁　環境課からのお知らせ

贈呈式の様子

村山総合支庁での様子
（テレビや新聞の取材を受けました）

ごみ回収の様子（県境合同パトロール）

集まった食品の数々

村山保健所での様子
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◎フードドライブを開催　～「もったいない」を誰かの「ありがとう」へ～

　食品ロス削減月間にあわせて、令和４年10月20日及び21日に、最上総合支庁で初めてフードド

ライブ（P37※参照）を開催しました。

　最上総合支庁及び最上管内８市町村役場の職員を対象に、未開封で賞味期限が１カ月以上残っ

ており、常温可能な食品の提供を呼びかけたところ、お米、乾麺、レトルト食品、飲料、お菓子

など714点、重さにして295kg（米138kgを含む）の食品が集まりました。

　集まった食品は、一般社団法人やまがた福わたし（フードバンク活動団体）に提供しており、

今後、同団体を通じて、主に最上地域で食の支援を必要としている世帯や子ども食堂等に寄付さ

れます。

　国内の食品ロスの量は、家庭系と事業系をあわせて年間約 522万トン（令和２年度）と推計さ

れており、これを国民ひとりあたりに換算すると、毎日お茶碗１杯分（約113ｇ）の量に相当します。

　県では、これからも食品ロスの削減等「ごみゼロやまがた」の推進に取り組んでまいります。

◎不法投棄防止啓発用のぼり旗の寄贈

　一般社団法人山形県産業資源循環協会最上支部から不法投棄防止啓発“のぼり旗”64本を寄贈

いただき、感謝申し上げます。

　不法投棄防止キャンペーンでの使用や不法投棄場所への設置により、啓発や未然防止などに活

用させていただきます。

最上総合支庁
環境課 最上総合支庁　環境課からのお知らせ

食品の提供式の様子 集まった食品

最上総合支庁 環境課からのおしらせ 

 

◎ フードドライブを開催 ～「もったいない」を誰かの「ありがとう」へ～ 

食品ロス削減月間にあわせて、10 月 20 日及び 21 日に、最上総合支庁で初

めてフードドライブ（家庭で眠っている食品を職場などに持ち寄り、食料の支

援を必要としている方に提供する活動）を開催しました。 

最上総合支庁及び最上管内８市町村役場の職員を対象に、未開封で賞味期限

が１ヵ月以上残っており、常温可能な食品の提供を呼びかけたところ、お米、

乾麺、レトルト食品、飲料、お菓子など 714 点、重さにして 295kg（米 138kg

を含む）の食品が集まりました。 
集まった食品は、フードバンク活動団体（一般社団法人やまがた福わたし）

に提供しており、今後、同団体を通じて、主に最上地域で食の支援を必要とし

ている世帯や子ども食堂等に寄付されます。 
国内の食品ロスの量は、家庭系と事業系をあわせて年間５２２万トン（令和

２年度）と推計されており、これを国民ひとりあたりに換算すると、毎日お茶

碗１杯分（約 113ｇ）の量に相当します。 
県では、これからも食品ロスの削減等「ごみゼロやまがた」の推進に取り組

んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 不法投棄防止啓発用のぼり旗の寄贈 

一般社団法人山形県産業資源循環協会最上支部から不法投棄防止啓発“の

ぼり旗”６４本を寄贈いただき、感謝申し上げます。 
不法投棄防止キャンペーンでの使用や不法投棄場所への設置により、啓発

や未然防止などに活用させていただきます。 

ごみゼロやまがた 

県民運動キャラクター 

 「ごみゼロくん」 

食品ロスを 

 減らすゼロ！ 

食品の提供式の様子 集まった食品 
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置賜総合支庁
環境課 置賜総合支庁　環境課からのお知らせ

【廃棄物適正処理・３Ｒ推進ポスターコンクールの受賞者決定！】

　本誌第80号（令和４年度夏号）でお知らせしておりました「令和４年度廃棄物適正処理・３Ｒ

推進ポスターコンクール」の審査会を開催し、受賞作品が決定しました。

　今年は昨年とほぼ同数の、小中学生あわせて258作品の応募があり、審査員からは「オリジナ

リティのある作品や力作が多い」、「不法投棄や３Ｒについて関心が増していることが分かる」と

いったコメントをいただきました。

　最優秀賞（２点）及び優秀賞（４点）の作品については今号の表紙及び裏表紙に掲載されてい

ますので、是非ご覧ください。

　受賞作品は不法投棄防止のための看板や啓発物品に活用します。多数のご応募、ありがとうご

ざいました。

【りんごのおいしい季節】

　最近、スーパーで「ふじ」が販売されていますね。担

当Ｎはりんごが大好きなのですが、食べるたびに思い出

す出来事があります。

　昨年（令和４年）９月、市町を通じて、「リンゴのよ

うなものが大量に捨てられており、熊の親子が食べてい

るのを目撃した」旨連絡がありました。

　現地に行ってみると、道路から1.5ｍほど登った林の中

にリンゴやラ・フランスが捨てられていました。どれも

小さく、おそらく摘果したものをコンテナなどに入れて

わざわざ持ってきて、えっちらおっちら1.5ｍ持ち上げて

捨てたのでしょう。

　本来、こういった事例では土地の所有者などに撤去を

お願いしているのですが、熊を誘引して被害が発生する

のを防止するため、調査に時間を掛けずに当課職員が全

（審査会の様子）
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て回収しました。その量、二日間で370㎏！

　片付けるのも当然大変でしたし、わざわざこんなところに持って来て捨てなければいいのに、

と改めて思った出来事でした。　

【担当のつぶやき】

　令和４年４月から環境課に着任しました神田と申

します。初の置賜勤務ということで若干緊張してい

ますが、置賜支部のみなさま、よろしくお願いいた

します<(_ _)>
　さて、本職は大の釣り好きです。昨年５月に人生

の目標の一つである尺アジ（１尺＝30.3㎝を超えるア

ジ）を初めて釣り上げました。

　某会員の方からは、サビキ（針がたくさんある釣り

方）に何匹も尺アジがかかり、重くて上げられない

ためわざとバラして（外して）釣り上げたという豪

快な話をお聞きしました。本職などはまだまだひよっ

こですが今回はとてもうれしい体験でした。2050年
に海洋中のプラスチックの量が魚の量を超えるとの

推計が出ていますが、海洋ゴミを減らすよう、上流

の置賜地域から頑張りたいと思います（釣りにより

若干魚も減らしてしまいますがご容赦ください）。

　昨今、ごみ拾いと生活の様々な場面とのコラボレー

ションするのがマイブームです。以前、釣りに行っ

たらごみ袋１つ分ごみを拾ってくることを紹介しま

したが、最近はダイエットのためのランニングをし

ながらごみ拾いをしています。

　ごみ拾いをするとスッキリしたいい気分になれる

んですよね。皆様も、通勤や散歩など、日常生活と

ごみ拾いのコラボレーションを初めてみてはいかが

でしょうか。

【理系公務員Sugarの愛した数式】

　今年から新規採用職員として働いています理系公務員のSugarです。今回は自分が専攻してい

た数学についての小ネタを紹介したいと思います。いきなりですがみなさんに問題です。自然数

（正の整数）をすべて足すといくつになると思いますか？∞（無限）になると考えた方が多いと

思いますがその答えでは半分正解です。かの有名な数学者オイラーは他の答えとして「－―12
1
　」

になることを発見しました。なんでマイナスになるの？ありえない！と思った方は虚数の概念の

渦巻く数学の世界に、ぜひ足を踏み入れてみてください！！

尺アジは４本でした！！！

約30分のランニングで拾ったごみとマイトング



41循 環

庄内総合支庁
環境課 庄内総合支庁　環境課からのお知らせ

【「もったいない！進めよう３Ｒ」～地域ふれあい講座を開催しました～】

　令和４年11月28日（月）、鶴岡商工会議所女性会研修会において、【「もったいない！進めよう

３Ｒ」未来のためにできること】を演題に地域ふれあい講座を開催しました。

　当日は『食品ロス』や『海岸漂着ごみ』、『瓦リサイクル』についてクイズや事例紹介を交えて

説明しました。途中、担当がおっちょこちょいをしましたが…和やかに笑っていただきました。

「瓦リサイクルについて知らなかった。興味深い。」など沢山の感想をいただき、大変光栄でした。

この講座が皆さんのエコな生活の一助になれば幸いです。

　皆さんの地域の集まりにふれあい講座はいかがですか？どうぞお気軽にお申し込みください！

◆お申し込みは「庄内総合支庁　地域ふれあい講座」で検索🔍

【「環境フェアつるおか2022」に参加しました】

　「第24回環境フェアつるおか2022」が令和４年９月25日（日）に鶴岡市小真木原総合体育館に

おいて行われました。

　当課も「海岸漂着ごみ問題」・「瓦のリサイクル」に係るブース運営と、鶴岡市廃棄物対策課と
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の共同による「フードドライブ」の実施で参加しました。

　海岸漂着ごみブースでは、「ごみを釣り上げて海をきれいにしよう！」と、実際に漂着したご

みを、竹竿で釣り上げるゲームを行いました。開始と同時に大勢の子供たちに並んでいただき、

準備した景品（貝殻で作るアクセサリーキット、貝殻等）があっという間に無くなってしまうと

いう、うれしい誤算もありましたが、何とか無事に終えることが出来ました。

　天気にも恵まれ、会場は家族連れなど、大勢の来場者で賑わっていました。

様々なブースで見たり、聞いたり、体験したりすることで、環境について考える時間を過ごして

いただけたと思います。

【（単発企画）したっぱ技師Iの実家お片付け日誌・農作業小屋編】

　私の実家には古い農作業小屋があります。至るところから雨漏りするうえ、どこからともなく

侵入したツタがはびこり、解体される日はそう遠くないでしょう。

　ただし、解体するには大問題があります。その小屋の中にはここ数十年の内にため込まれた種々

雑多な品物が残ったままなのです。

　読者の皆さんもご存じのとおり、解体家屋内の残置物は一般廃棄物として排出者の責任で処理

しなければなりません。日々業者の方々に指導している身ですので、廃棄物処理法を順守のうえ、

ここ半年ほど暇を見つけてはこつこつ片付けを続けているところです。

　さて、片付けを続けていると実に様々なものが見つかります。

　数えきれないほどの段ボールと発泡スチロール箱との闘いから始まり、劣化して粉々になった

ビニール袋、古紙の山に紛れていた記念写真、祖母が使い余した園芸道具、亡くなった祖父と一

緒にあたった薪ストーブの残骸、等々……。

　懐かしいものが見つかるたび、片付けの手が止まってしまいます。私が小屋を片付け終えるの

はまだまだ先のようです。

環境フェアつるおか・2022「ごみを釣り上げて海をきれいにしよう」
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支 部 だ よ り

村    山    支    部 ①村    山    支    部 ①

事 業 名 行政懇談会

日　　時 令和４年９月２日（金）　15：00 ～ 17：00

場　　所 村山総合支庁　２階　講堂

参 加 者

村山総合支庁　保健福祉環境部　環境課　原田廃棄物対策主幹　他３人

山形市環境部　廃棄物指導課　三澤産業廃棄物係長　他１人

村山支部　　　　　　　　　　　片桐支部長　他11人

内　　容 　片桐支部長、原田主幹、三澤係長の挨拶に続き出席者の自己紹介を行い、

意見交換を行いました。

議題

１建築物等の解体工事における石綿事前調査について

２村山支部からの意見要望について

　①　農業用廃プラスチックについて

　②　県外廃棄物放射能測定ついて

　③　産業廃棄物収集運搬の支援について

　④　県外産業廃棄物の事前協議について

　⑤　実績報告書の電子化について

　⑥　許可証更新における有効期限について

　⑦　その他

コメント 　今年は村山総合支庁保健福祉環境部様より、解体工事における石綿事前調

査についての説明があり、また支部意見として新型コロナウイルスに関連す

る意見や、ITシステムを活用した提出書式の改善、法の規制強化など、支部

役員からは多くの意見や要望について活発な意見交換が行われました。
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村    山    支    部 ②村    山    支    部 ②

事 業 名 村山支部　視察研修

日　　時 令和４年11月９日（水）～ 10日（木）

場　　所 東京都江東区有明　東京臨海広域防災公園　そなエリア東京

参 加 者 村山支部　11人

内　　容 防災体験学習施設の見学

コメント 　今年の視察研修は東京都江東区にある、そなエリア防災体験学習施設へ行っ

てまいりました。テーマは直下型地震が発生し、生存時間の72時間をどう生

き抜くか。施設内は臨場感に溢れ、ビルや建物が崩れ、サイレンが鳴り響き、

全員がパニック状態に。まさに絶体絶命の危機！我々は最後まで生き抜くこ

とができたのか？

　この研修において、災害時の知恵や防災グッズの備え、また私たち業界に

おける役割など、再確認できた素晴らしい研修となりました。
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事 業 名 研修会・行政懇談会等

日　　時 令和４年11月９日（水）　10：30～11：50

場　　所 ゆめりあ２Ｆ会議室（最上広域交流センター）

参 加 者

最上総合支庁　保健福祉環境部　環境課　田中課長

新庄警察署　生活安全課　坂本課長

最上支部　斎藤支部長、支部会員等　28人

内　　容 １　研修会

　　山形県新庄警察署：生活安全課長　坂本　晋伍　氏より

　　「防犯と安全対策について」

　主な内容

　　県内の空き巣等の被害の９割は無施錠。

　　　 　自宅にカギをかける習慣があまりなく、空き巣だけではなく住人が

家の中にいるにも関わらず住宅に侵入する「侵入窃盗」事件が多発。

　　　いずれも鍵をかけていれば防ぐことができた。

　　薬物乱用

　　　　最近はSNS等で、誰でも簡単に手に入れることができる。

　　　 　薬物乱用を未然に防ぐため、国・県・関係団体が連携し、特に青少

年を中心に危険性・有害性を正しく認識してもらおうと啓発活動に力

を入れている。

　　特殊詐欺被害

　　　 　被害にあわないための対策としては「犯人と電話で話さない事」で

留守番電話の設定や不信なことがあれば家族に確認するなどが有効。

　　CSR“企業の社会的な責任”について

　　　 　地球温暖化など環境問題が深刻化したことも背景にあり、企業が影

響をおよぼす範囲も広がっている。そこで企業が、社会や環境への自

主的な配慮を事業活動としたCSRの取組を行い事業者にPRに活用して

みてはどうか。

　　�やまがた110ネットワーク

の活用のお願い

　　　 　県内の交通事故・取締り

の情報や行方不明者の捜

索・クマ出没の情報等さま

ざまな情報がリアルタイム

で発信されるので是非登録

してほしい。

最    上    支    部最    上    支    部
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２　行政懇談会

　　テーマ：アスベストについて

　　最上総合支庁　環境課　田中恵子環境対策専門員より資料を基に説明

　　“解体工事などに係る石綿飛散防止、石綿などの処理について”

　主な内容

　　石綿、石綿含有建材について

　　解体工事等に係る石綿飛散防止（大気汚染防止法）

　　　　石綿事前調査の実施・県への報告、作業記録の保存、直接罰の創設

　　　　　※ 建設物等の解体等に係る石綿被ばく露防止及び石綿飛散漏えい防

止対策徹底マニュアル：令和３年３月厚生労働省、環境課

　　廃石綿等の適正処理（廃棄物法処理法）

　　　　一部の石綿含有建材の収集運搬・処理方法の強化

　　　　　　※ 石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）：令和３年３月環

境省

　　　◎ 建築物等の解体工事等における石綿の飛散を防止するため、大気汚染防

止法が改正されるとともに、廃石綿等の処理についても規制が強化された

　　　　　　※令和３年４月・令和４年４月

　　　◎ 令和５年10月１日より、解体工事の石綿事前調査は有資格者でなけ

ればならない

　　　　　　※資格取得等の準備も必要となります。

　〈質疑応答等〉

　　 規制によりコストが高騰しているが県からの補助金はないのか。

　⇒県としても予算がない。

　 　産廃税の税収について、使いみちは

どうなっているのか。

　⇒ ３R推進に使用（３Rに対する研究開

発・再生エネルギー導入の補助・人

件費・不法投棄対策への補助金等）。

　短い時間でしたが有意義な懇談会でした。

３　不法投棄防止の“のぼり旗”寄贈

　 　今年度も、新庄最上地区不法投棄防止対策協議会に“のぼり旗”64枚（ポー

ル付）を寄贈いたしました。

　 　令和４年度の支部研修会兼行政懇談

会終了後に環境課の田中課長に斎藤支

部長が“のぼり旗”を手渡し贈呈式と

いたしました。最上支部では平成19年
度より不適正処理監視活動として不法

投棄防止を呼び掛ける“のぼり旗”を

作成し、近年は新庄最上地区不法投棄

防止対策協議会に寄贈し不法投棄原状

回復作業後の再発防止のために設置い

ただいております。
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置    賜    支    部置    賜    支    部

事 業 名 行政懇談会

日　　時 令和４年９月16日（金）10：00 ～ 11：30

場　　所 置賜総合支庁　本庁舎　501会議室

参 加 者
置賜総合支庁　保健福祉環境部　環境課　鑓水課長　等５人、

置賜支部　松木支部長、役員・処分業者　12人、　　　　　　　　計17人

内　　容 「行政からの伝達・報告」

　・廃棄物処理の動向　①災害廃棄物の処理について

　　　　　　　　　　　②その他

　・不法投棄防止対策について

　・その他

「支部からの意見等」

　・バイオプラスチックの処分方法について

　・燃料高騰による業界に対する補助金のお願い

　・太陽光パネルのリサイクルに対する補助金は考えているか

　・最近増加している廃品回収ヤードを今後も注視してほしい

　・解体家屋のアスベストの調査が必須になった事について周知を徹底して

　　ほしい

　・優良事業者の更新等の事務手続きが非常に煩雑

　・県の施設にもかかわらず廃棄物処理を無料でやってほしいと頼まれたの

　　で是正してほしい



48 循 環

事 業 名 １　行政懇談会

日　　時 令和４年10月27日（木）13：30 ～ 14：30

場　　所 いろり火の里「なの花ホール」

参 加 者

庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課　

　後藤課長、澤廃棄物対策専門員、伊藤技師　

庄内支部　渡部支部長、役員　８人

内　　容 　・太陽光パネルの廃棄処分リサイクルについて

　・ＰＣＢ廃棄物について

　・災害廃棄物について

　・最終処分場や焼却施設について

コメント 　庄内総合支庁環境課様からは、太陽光パネルの廃棄処分の今後の動向や、

ＰＣＢ廃棄物の状況等の説明があり、様々な意見交換ができた良い機会とな

りました。

事 業 名 ２　視察研修

日　　時 令和４年 11 月 29 日（火）～ 11 月 30 日（水）

場　　所 東京都江東区有明　東京臨海広域防災公園　そなエリア東京

参 加 者 庄内支部　９人

内　　容 防災体験学習施設内見学

コメント 　この度の施設見学で災害の怖さを再認識致しました。地震発生後国や自治

体の支援体制が整う72時間をいかに生き抜くかが重要で、日頃から防災意識

を高めることと、具体的な対応方法を身に付けておくことが重要であると感

じました。

　今回の視察で得た知識や備えを会社や家庭においても共有し、有事の際に

役立てていきたいです。

庄    内    支    部庄    内    支    部
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　青年部会　部会長の遠藤一生です。

　令和４年11月14日に「第12回カンファレンスin岐阜」が開催されましたので、ご報告させてい

ただきます。

　今回のカンファレンスは「会員拡大」をテーマに話し合いを行いました。事前に課題等のアン

ケートを実施し、情報を集約。データ化した内容を元に各都道府県の部会長がグループディスカッ

ションを行い、部会長同士の交流を図るとともに、それぞれの悩みや強みなどを話し合うことで、

それぞれの都道府県にあった会員拡大のヒントを持ち帰る形式となりました。

　集約されたアンケート結果の一部は、次のとおりです。

　　・５年間の増減傾向として17の県で会員数減少（山形県含む）。

　　・会員数が減少している県の6.3％が会員の獲得が不必要と回答。

　　・会員が増加している県の41.2％が現在の会員数に不満と回答。

　　・平均年齢は41.8歳。年齢制限は48.6歳。その差が6.8年。

　残された6.8年で各都道府県がどのように会員数を増やしていくか？各都道府県の青年部会員

所属数は10～85人とさまざまです。会員数に正解はなく、何人以上必要という基準はありません。

　本県の青年部会は、会員数は減少傾向にあるものの、アクティブ会員率が高く、事業への参加

率は全国でもトップクラスです。しかし、現状の会員数の減少は、数年で資金難に繋がり活動範

囲の減少になります。青年部会としても引き続き会員拡大の問題を協議していきたいと思います

ので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

青 年 部 会 だ よ り

全産連青年部協議会　第12回カンファレンス in 岐阜の開催について

土　屋　和　也 有限会社ツチヤクリーン（天童市）

種　村　　　誠 株式会社キヨスミ産研（山形市）

新入部会員の紹介
（敬称略）
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１　会員へのマニフェスト送料無料化
　

　　　令和５年１月４日から無料

　　　（一般（会員外）への送料は、燃料代高騰等により値上げ改定しております。）

２　会員への建設マニフェスト頒布価格据え置き

　　　令和５年度は価格据え置き

　　　<建設系廃棄物管理票頒布価格>

…………………………………………………………………………………………………………………

インボイス制度関連の取組みについて

　令和５年10月１日から、適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始

されることに伴い、会員の皆様に理解を深めていただくため、令和４年12月、

冊子２冊を当協会より配付いたしました。当協会でも、マニフェスト頒布に

係る適格請求書を発行いたします。登録番号等は改めてお知らせします。

 

 
 

□
 

□
 

□
 

□

 

□ 5 10 1
5 3 31

 

-

マニフェスト頒布価格（会員送料無料）及び建設マニフェスト頒布価格 

据え置きについて 

 

当協会において、会員の皆様の持続的成長を加勢するため、下記のとおり対応

することといたしました。 

 

1 会員へのマニフェスト送料無料化  

○令和 5 年 1 月 4 日から無料 

 
2 会員への建設マニフェスト頒布価格据え置き 

○令和 5 年度も据え置きとする 

ただし、令和 6 年度以降は改めて検討する 

 

インボイス制度関連の取り組みについて 

 

令和 5 年 10 月 1 日から、適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始さ

れることに伴い、会員の皆様に理解を深めていただくため、冊子 2 冊を当協会よ

り配付いたしました。 

当協会においても、マニフェスト販売に係る適格請求書発行のため、登録申請

を行います。登録番号は、登録され次第お知らせいたします。 

         
 

インボイス発行事業者の登録を受けるかどうかの判断は… 

 
買手からインボイスを求められるか検討する。  
□ 課税事業者である買手は、仕入税額控除のため、貴社が交付するインボイ

スが必要です。  
□ 買手が消費者、免税事業者、または課税事業者であっても、簡易課税制度

を選択している場合はインボイス不要です。  
登録を受けた場合と受けない場合について検討する。  
□ 登録を受けた場合は、インボイスを交付でき、課税事業者として消費税の

申告が必要です。  
□ 登録を受けない場合は、インボイスを交付できませんが、課税事業者とな

る必要はありません。なお、買手は、経過拘置により、一定期間は仕入税

額の一部を控除することが可能です。  
登録を受ける場合は、登録申請書を提出する。  
□ 令和 5 年 10 月 1 日のインボイス制度開始からインボイスを交付する場合

は、令和 5 年 3 月 31 日までに、登録申請手続きが必要です  
♦登録を受けるかどうかは事業者の任意です  

国税庁 HP 適格請求書等保存方式の概要 -インボイス制度の理解のために -を基に作成・引用 

 

種　　類 会　員 一般（会員外）

単　票（100セット/箱）  2，500円  2，700円

連続票（500セット/箱） 12，500円 13，500円

マニフェスト頒布価格（会員送料無料）及び建設マニフェスト頒布価格 

据え置きについて 

 

当協会において、会員の皆様の持続的成長を加勢するため、下記のとおり対応

することといたしました。 

 

1 会員へのマニフェスト送料無料化  

○令和 5 年 1 月 4 日から無料 

 
2 会員への建設マニフェスト頒布価格据え置き 

○令和 5 年度も据え置きとする 

ただし、令和 6 年度以降は改めて検討する 

 

インボイス制度関連の取り組みについて 

 

令和 5 年 10 月 1 日から、適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始さ

れることに伴い、会員の皆様に理解を深めていただくため、冊子 2 冊を当協会よ

り配付いたしました。 

当協会においても、マニフェスト販売に係る適格請求書発行のため、登録申請

を行います。登録番号は、登録され次第お知らせいたします。 

         
 

インボイス発行事業者の登録を受けるかどうかの判断は… 

 
買手からインボイスを求められるか検討する。  
□ 課税事業者である買手は、仕入税額控除のため、貴社が交付するインボイ

スが必要です。  
□ 買手が消費者、免税事業者、または課税事業者であっても、簡易課税制度

を選択している場合はインボイス不要です。  
登録を受けた場合と受けない場合について検討する。  
□ 登録を受けた場合は、インボイスを交付でき、課税事業者として消費税の

申告が必要です。  
□ 登録を受けない場合は、インボイスを交付できませんが、課税事業者とな

る必要はありません。なお、買手は、経過拘置により、一定期間は仕入税

額の一部を控除することが可能です。  
登録を受ける場合は、登録申請書を提出する。  
□ 令和 5 年 10 月 1 日のインボイス制度開始からインボイスを交付する場合

は、令和 5 年 3 月 31 日までに、登録申請手続きが必要です  
♦登録を受けるかどうかは事業者の任意です  

国税庁 HP 適格請求書等保存方式の概要 -インボイス制度の理解のために -を基に作成・引用 

 

事 務 局 だ よ り

会員へのマニフェスト送料無料と
建設マニフェスト頒布価格据え置きについて
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令和４年度の本県での追加講習会の開催はありません。

　　　令和５年度、許可更新に該当する会員の方で、まだ講習会の受講が済んでいない方は

　　忘れずに令和５年度の講習を受講してください。日程は令和５年３月中旬に公表予定です。

　　　また、更新許可申請は許可有効期限の２カ月前から、総合支庁環境課、山形市の許可

　　の場合は、山形市廃棄物指導課で受け付けますので、お早めに手続きを行ってください。　

…………………………………………………………………………………………………………………

 

　　当協会では、情報提供の方法として、電子メールでの配信を進めております。

　　メールアドレスの登録がまだお済でない会員様は、ぜひ次のアドレスまでメールを送信

　くださるようお願いいたします。

　

　　　　①タイトルに「メールアドレス登録」と入力

　　　　②本文に「御社名」「御担当者名」「電話番号」を入力して送信

　　　

送信先：　info@yamagata-sanpai.or.jp　まで

協会事務局よりメールアドレス登録のお願い

登録方法のご案内

タイトル　：　「メールアドレス登録」

本　　文　：　御 社 名　　　御 担 当 者 名

電話番号

以下のメールアドレスにお送りください。

許可更新に伴う追加講習会等の開催について
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　Ｑ．産業廃棄物収集運搬許可業者が、事業所で排出された廃家電４品目

　を、指定取引場所まで運搬する際に、委託契約、マニフェストは必要

　ですか？

　Ａ．必要です。

　 排出場所から指定取引場所までの、収集運搬委託契約を締結して

 ください。産業廃棄物管理票（マニフェスト）も必要です。

（一般財団法人家電製品協会ホームページより）

家電リサイクル 

 

 

Ｑ. 産業廃棄物収集運搬許可業者が、事業所で排出された廃家電 4

品目を、指定取引場所まで運搬する際に、委託契約、マニフェス

トは必要ですか？ 

 

Ａ. 必要です。 

  排出場所から指定取引場所までの、収集運搬委託契約を締結し

てください。産業廃棄物管理票（マニフェスト）も必要です。 

 

 

産廃処理Ｑ＆Ａ 家電リサイクル 

 

 

Ｑ. 産業廃棄物収集運搬許可業者が、事業所で排出された廃家電 4

品目を、指定取引場所まで運搬する際に、委託契約、マニフェス

トは必要ですか？ 

 

Ａ. 必要です。 

  排出場所から指定取引場所までの、収集運搬委託契約を締結し

てください。産業廃棄物管理票（マニフェスト）も必要です。 

 

 

産廃処理Ｑ＆Ａ 

家電リサイクルについて 

 

 

Ｑ. 産業廃棄物収集運搬許可業者が、事業所で排出された廃家電 4

品目を、指定取引場所まで運搬する際に、委託契約、マニフェス

トは必要ですか？ 

 

Ａ. 必要です。 

  排出場所から指定取引場所までの、収集運搬委託契約を締結し

てください。産業廃棄物管理票（マニフェスト）も必要です。 

 

 

産廃処理Ｑ＆Ａ 
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〔令和４年 ７－９ 月期〕

　公益社団法人全国産業資源循環連合会から、今年度第２四半期（７－９月期）の調査結果が公

表なりましたのでお知らせします。

　○　調査回答社　各都道府県協会会員企業 381 社（内、山形県協会13社）

　　　　　　　　　※調査は令和4年10月に各協会から会員企業への依頼により実施。

　○　景況感 DI　　　今　　　期　▲15（北海道・東北　▲11）

　　　　　　　　　　来期見通し　▲18（北海道・東北　▲25）

　　　　　↓

　　　【景況感DI（今期）の主な内訳】

　　　マイナス項目　処理量▲12、営業利益▲８、売上高▲７、従業員数▲６

　　　プ ラ ス項目　契約単価／収集運搬３（前期比▲８）、同／処分７（前期比▲２）

　　　【DI とは】

　　　　ディフュージョン・インデックス(Diffusion Index)の略で「好転」・「増加」したなどと

　　　する企業割合から「悪化」・「減少」したなどとする企業割合を差し引いた値をいう。

　○　経営上の問題点は次のとおり。「従業員の不足」の回答割合が増加したほか、特記枠に３期

　　　続けて燃料費の高騰を懸念する声が多く寄せられた。

産業廃棄物処理業景況動向調査結果について

12/26/2022 3:50 PM 

産業廃棄物処理業景況動向調査結果について 

〔令和 4 年 7-9 月期〕 

 

公益社団法人全国産業資源循環連合会から、今年度第 2 四半期（7-9 月期）の

調査結果が公表なりましたのでお知らせします。 

○ 調査回答社 各都道府県協会会員企業 381 社（内、山形県協会 13 社） 

 ※調査は令和 4 年 10 月に各協会から会員企業への依頼により実施。 

○ 景況感 DI  今期 ▲15（北海道・東北 ▲11） 

 来期見通し ▲18（北海道・東北 ▲25） 

 ↓ 

景況感 DI（今期）の主な内訳 

処理量▲12、営業利益▲8、売上高▲7、従業員数▲6 

契約単価／収集運搬 3（前期比▲8）、同／処分 7（前期比▲2） 

【DI とは】 

ディフュージョン・インデックス(Diffusion Index)の略で「好転」・「増加」したなどとす

る企業割合から「悪化」・「減 少」したなどとする企業割合を差し引いた値をいう。 

 

○ 経営上の問題点は次のとおり。「従業員の不足」の回答割合が増加したほか、

特記枠に 3 期続けて燃料費の高騰を懸念する声が多く寄せられた。 
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　新年あけましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては益々ご清栄のこと

とお慶び申し上げます。

　2022年はFIFAワールドカップ　カタール大会で大いに盛り上がりました。日本が、そ

してアジアの国が世界の強豪国を相手に逆転勝利を収めるなど、最後まで目が離せない試

合展開に一喜一憂し感動をいただきました。

　2022年の「今年の漢字」は『戦』が選出されました。理由はまさにスポーツでの熱「戦」、

挑「戦」もありますが、ロシアのウクライナ侵攻により「戦」争の恐ろしさを目の当たり

にした一年だった事、円安物価高による生活上での「戦」などがあったとの事です。

コロナ政策が徐々に緩和され、以前の日常に戻りつつも、世界の情勢変化の影響もあり思

うように行かないものだと実感します。

　昨年末に「新時代」の到来を魅せてくれた ”SAMURAI BLUE”の勢いにあやかり、発

想と衆知を結集して新しい景色を見たいものです。

　2023年が「ブラボー」な一年になりますことを願います。

編集委員会委員　登坂　誠

編集後記

◆ 循環やまがた編集委員 ◆

編集委員長

編 集 委 員

岡　崎　信　広

蛇　子　幸　治

大　宮　拓　也

斎　藤　　　健

西　原　政　範

登　坂　　　誠

有限会社 岡崎清掃社

株式会社 こすもす清掃

株式会社 クレンズ興産

株式会社 マルコウ環境

有限会社 中央清掃

株式会社 登坂商店
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川西町立中郡小学校　６年
髙　橋　美　羽　さん

「町をきれいに　ポイ捨て禁止」
最優秀賞

高畠町立高畠中学校　３年
狩　野　祐　輔　さん

「３Ｒで地球を笑顔にしなければ」
最優秀賞
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米沢市立第二中学校　３年 今井　奈々　さん
「私たちの手で美しい環境へ」

優秀賞

米沢市立第二中学校　３年 芳賀　理乃　さん
「自然と資源を大切に」

優秀賞

南陽市立宮内小学校　５年 黒沼　結奈　さん
「自然を守れ！ポイ捨て禁止」

優秀賞

高畠町立亀岡小学校　４年 二瓶　楓南　さん
「やめよう不法投棄」

優秀賞
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